
市のようす（３月１日現在）

人口　442,817 人　　(  + 394)

男　224,172 人　　　　( + 189)

女　218,645 人　　　　( + 205)

世 帯　148,469　　　(  + 269)

は
前
月
比
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日
暮
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
完
成

新しく開発された無人搬送機

粗
大
ゴ
ミ
と
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
専
用
の
圧
縮
処
理

施
設
「
日
暮
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、
四
月
一

日
か
ら
稼
動
し
て
い
ま
す
。

完
成
し
た
日
暮
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
松
戸
市

が
独
自
に
開
発
し
た
「
無
人
搬
送
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入

し
て
作
業
環
境
の
改
善
を
図
り
、
処
理
能
力
も
大
幅
に

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

画
期
的
な
無
人搬
送
シ
ス
テ
ム

「
無
人
搬
送

シ
ス
テ

ム
」
は
、
今

ま

で
も
食
品
工
場
な

ど
で
使

わ
れ

て

い
ま
し

た
が
、
作
業
環
境

が
違

う
清
掃
工
場
に
導
入

さ
れ
た
の
は
、

全
国
で
も
初
め
て
で
す

。

日
暮
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
無

人
搬
送

シ
ス
テ

ム
は
、
圧

縮
さ
れ

た

ゴ
ミ
を
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制

御

の
無
人

搬
送
機
（
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト
）
が
自
動
的
に
決
め
ら
れ
た

場
所
ま
で
運
ぶ
も
の
で
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
清
掃
工
場
に

導
入
す
る
に
は
、
作
業
場
に
散
ら

か
る
細
か
い
ゴ
ミ
に
よ
る
故
障
や

機
械
の
腐
食
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
あ
り
、
そ
の
開
発
に
八
ヵ

月
を
要
し
て
い
ま
す
。

1
0階
建
て
ビ
ル
６
杯
分
の
ゴ
ミ

日
暮
れ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
で

き
る
ま
で
は
、
市
内
全
域
か
ら
出

る
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
と
粗
大
ゴ
ミ

は
、
六
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

処
理

さ
れ
て

い
ま
し

た
。

六
十
二
年
度
中

に
六
和
ク
リ
ー

ン
セ

ン
タ
ー

で
圧

縮
処
理
さ
れ
た

ゴ
ミ
は
、
約
一
万
六
千
三

百
五

十

六
ト

ン
（
推
定
）
で
す
。
容
積
に
換

算
す

る
と
十
五
万

九
千
六
百
六
十

六
立
方
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
、

こ

れ
は
、
市

役
所
新
館

平

階
建
て

の

ビ
ル
）
を
入

れ
物

に
見

立
て

た

場

合
、
約
六
杯
分
に
相
当
し
ま
す

六
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は

一
日
五
時
間
の
処
理
能
力
四

十
㌧
の
圧
縮
梱
包
機
一
基
で
、
こ

れ
だ
け

の

づ
ミ
を
処
理
し
て
き

ま

し
た
が
。
年
々
増
大
す
る
ゴ
ミ
の

量

に
対
処
し
き
れ
な
く
な

っ
て

い

た
の
が
実
情
で
す
。

し

か
も
、
六
和
の
処
理
施
設

は

屋
外

に
あ
り
、
作
業
員

が
手
作
業

で
処
理
し

て
い
た
た
め
に
、
ま

さ

に
「

ゴ
ミ
と
格
闘

」
し
て

い
た
と

い
え

ま
す

。

新
し
い
日
暮
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
で
は
、
施
設
を
す
べ
て
屋
内
に

収
容
し
、
無
人
搬
送
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
て
、
安
全
で
清
潔
な
作
業
環

境
に
な
り
ま
し
た
。

処
理
能
力
は
２
倍

で
も
安
心
で
き
ま
せ
ん

日
暮
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
は

圧
縮
梱
包
機
が
二
基
あ
り
、
六
和

と
比
べ
て
二
倍
の
処
理
能
力
が
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
ゴ
ミ
は
増
え
る
一
方

で
す
。
い
っ
か
必
ず
処
理
し
き
れ

な
く
な
る
日
が
来
る
で
し
ょ
う
。

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
、
ゴ
ミ
を
出
さ

な
い
努
力
、
減
ら
す
努
力
を
続
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
詳
細
…
日
暮
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
。ｌ一一一－
6
5
5
5

番

全
国
で
も
め
ず
ら
し
い
複
合
施
設
市
民
と
セ
ン
タ
ー
自
転
車
駐
車
場
が
合
体

完成に向けて着々と工事が進む稔台市民センター別館

稔
台
地
区
に
待
望
の
稔
台
市
民
セ
ン

タ
ー
別
館
と
自

転
車
駐
車
場
が
、
四
月
十
七
日
（
日
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
に
、
ま
た
駅
前

周
辺
で
の
人
や
車
の
交
通
の
妨
げ
と
な
る
放
置
自
転
車

を
追
放
す
る
た
め
に
も
大
い
に
利
用
し
て
下
さ
い
。

昨
年

の
六
月

か
ら
新
築
工

事

が

行

わ

れ
て

い

る
（
仮

稔
）
稔

台

市

民
セ

ン
タ
ー
別
館

及
び
稔
台
駅
南

口
第
一
自
転
車

駐
車
場
の
複
合
施

設

が
、
今
月

十
七
日
（

日

）
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
現

在
の
稔
台
市

民
セ
ン
タ
ー
の
隣

に
別
館

と
し

て

建
設
さ
れ
て

い
る
施
設

で
、
市

民

セ
ン
タ
ー
と
自
転
車
駐

車
場

が
備

わ
っ
た
全
国
で
も

め
す

ら
し

い
施

設
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
あ

た
っ

て
は
、
こ
こ
数
年
来
の
稔
台
地
区

の
人
口
の
増
加
に
と
も
な
い
市
民

セ
ン
タ
ー
の
利
用
も
増
え
、
現
在

の
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
手
狭

に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
通
勤
、

通
学
の
足
と
し
て
使
用
さ
れ
る
自

転
車
が
年
々
増
え
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
稔
台
駅
周
辺
に
は
自
転
車
駐

車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
処
す
る

た
め
、
土
地
の
有
効
利
用
も
か
ね

て
市
民
セ
ン
タ
ー
と
自
転
車
駐
車

場
の
複
合
施
設
の
建
設
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

多
目
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
場
に

一
・
二
階
を
自
転
車
駐
車
場
、

三
・
四
階
を
市
民
セ
ン
タ
ー
と
し

た
同
施
設
は
全
国
で
も
め
す
ら
し

く
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
一
部

鉄
骨
造
四
階
建
て
、
延
べ
面
積
自

転
車
駐
車
場
六
一
七

二
（
四
平
方

メ
ー
ト
ル
、
市
民
セ
ン
タ
ー
別
館

六
七
〇
・
八
八
平
方
メ
ー
ト
ル
）

計
一
二
八
八
五
二
平
方
メ
ー
ト

ル
で
、
稔
工
費
二
億
四
千
五
百
六

十
万
円
で
す
。

屋
外
自
転
車
駐
車
場
は
、
自
転

車
ミ
ニ
バ
イ
ク
な
ど
百
二
台
、

▽

二
階
の
自
転
車
駐
車
場
は
五

百
十
八
台
が
収
容
で
き
ま
す
。

三
階
は
隣
の
本
館
と
別
館
を
つ

な
ぐ
連
絡
通
跡
、
百
四
十
四
人

（
イ
ス
の
み
使
用
百
六
十
四

人
）

を
収
容
で
き
る
ス
テ
ー
ジ
付
き
ホ

ー
ル
、
四
階
は
、
会
合
や
サ
ー
ク

ル
な
ど
に
利
用
で
き

る
会
議
室

が

あ
り
ま
す
。

稔
台
駅
周
辺
は

放
置
禁
止
に

稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
別
館
の
オ

ー
プ
ン
に
と
も
な
い
、
稔
台
駅
周

辺
は
十
七
日
か
ら
自
転
車

放
殼
禁
止
区
域
に
別
図
１
の
と
お

り
指
定
さ
れ
ま
す
。

施
設
利
用
案
内

所
在

地

＝
・
松

戸

市

稔

台
一

〇

〇
番
地
の
一

市
民

セ
ン

タ
ー

使

用
申

込

み

…
直

接

市

民

セ

ン
タ

ー

の
窓

口

で
申

し

込

ん
で

下

さ

い
。

（
使
用

申
込

み
は
三

ヵ
月
前

か

ら
受
け
付
け

）

休
館
日
・
＝
毎
週
月

曜
日
、
年

末

年
始

自
転

車
駐

車
場

は

い
っ

で

も

利
用
で

き
ま
す
。
人

の
迷
惑

に

な
ら
な

い
よ
う
に
、
ル
ー

ル
を

守

っ
て

正

し

く
利

用

し

て
下

さ

い
。

詳
細
・：
市
民

セ

ン
タ
ー
（
地

域

很
興
課
）
、
自

転
車
駐
車

場
（
安

全
課
）

機

構
改

革

婦
人
担
当
室
な
ど
新
設

松
戸
市
は
、
少
数
精
鋭
主
義
で

行
政
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

四
月
一
日
か
ら
増
大
す
る
行
政
需

要
に
応
え
る
た
め
、
婦
人
担
当
室

な
ど
を
新
設
す
る
機
構
改
革
を
行

い
ま
し
た
。

新
し
く
設
置
さ
れ
る
課
な
ど
の

業
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。

婦
人
担
当

室
…
婦
人
に
関
す
る

施

策
の
稔
合
的
企
画
・
啓
蒙
・

発
や
婦

人
問
題
に
関
す
る
資

料

の
収
集
な

ど
を
行

い
ま
す
。

市

役
所
新
館
七
階
に
設
置
さ

れ
ま
す

。

清
掃
部
日

暮
ワ
リ

ー
ン

セ
ン

タ

従

来

か

ら

設

置

さ

れ

て

い

た

資

源

リ

サ

イ

ク

ル

セ

ン

タ

ー

と

日

暮

最

終

処

分

場

に

新

た

に

日

暮

圧

縮

機

場

を
加

え

、
不

燃

物
ゴ
ミ
の
圧
縮
処
理
を
行
い
ま

す

。圧

縮

場

は
初

富
飛

地

一

番

地

の
九

に

設

置

さ

れ

ま

す

。

企

画

財

政

部

文

化

施

設

建

設

準

備

室
・・・
将

来

の

文

化

施

設

を

建

設

す

る

た

め

の

調

査

研

究

を

行

い

ま

す

。

市

役

所

七

階

に
設

置

さ

れ

ま

す

。

〉
詳

細
・・
・
事

務

管

理

課

と
き
わ
平

桜

ま
つ
り

が
延
期
に

４
月

９
（
土

）・
1
0日
（
日

）
開
催

と
き
わ
平
桜
ま
つ
り
は
、
四
月
二
・
三
日
開
催
の
予
定
で

し
た
が
、
天
候
不
順
の
為
、
開
花
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
桜
ま
つ
り
は
次
週
の
九
・
十
日
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

マ
詳
細
・：
と
き
わ
平
桜
ま
つ
り
実
行
委
只
今

中
村
瑟

－

７
３
０
４
番

稔台市民セン

ター4/17

オープン別館

清
掃
工
場
で
は
全
国
初
無
人
搬
送
シ
ス
テ
ム

稔台駅周辺

自転車放置禁止区域(別図Ⅰ)



五
十
三
年
四
月
に
ゴ
ミ
の

減
量
と
再
資
源
化
の
た
め
の
分
別
収
集

を
始
め
て

か
ら
十
年
た
ち
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
ゴ
ミ
の
出
し
方
は
か
な
り
徹
底
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
こ
で
市
は
清
潔
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
一
層
め
ざ
し
て
い
く
た
め
の

「
清
掃
パ
ト
ロ
ー
ル
班
」
を
設
け
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
状
況
（
六
十
二
年
四
月
一
日
～
六
十
三
年
二

月
末
日
）
を
報
告
し
ま

す
。

収
入
役
に

藤
沢

勇
氏

三
月

定
例
市
議
会
で
、
収
入
役
、

谷
口
充
徳
氏
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
後
任
に
、
藤
沢
　

勇
氏

が

選
任
の
同
意
を
受
け
ま
し

た
。

藤
沢
氏
は
昭
和
六
年
生
ま

れ
、

五

十
六
歳
。

昭
和
三

十
四
年
五
月
市
役
所

に

入
所
以

来
、
秘
書
課
長
、
市
長
公

室
長
。
教
育
委
員
会
管
理
部
長

、

市
立
病
院
事
務
局
長
、
企
画
財

政

部
長
を
歴
任
し
ま
し

た
。

清
掃
パ
ト
ロ
ー

ル
班
た
だ
い
ま

出
動
中

総
処
理
券
数

1
、
1
1
0
件

分
別
指
導
5
8
3
件

ゴ

ミ

指

導

報

告

粗 大 ゴ ミ は 収 積 所 に は 出 せ ま せ ん

清
掃
パ
ト
ロ
ー
ル

班
の
仕
事

清

掃

パ
ト

ロ

ー

ル

班

は

六

十
二

年

四

月

一

日

か
ら

活

動

を
開

始

し

ま

し

た

。

主

な

業

務

と
し

て

は

、

市

民

の

皆

さ

ん

か
ら

の
要

望

や

苦

情

の

処

理

業

務

（
不

良

集

積
所

の

適

正

化

、

山

林

等

へ

の
不

法

投
棄

防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
）
と
、
環

境

指

導

業

務

（
清

掃

委

託

業

者

指

導

な

ど

）

を

行

っ

て

い
ま

す

。

指

導

処

理

稔

件

数

は

、

千

百

九

十
六
件
二
月
現
在
に
な
り
ま
す
。

住
民
へ

の
指
導
が
七
割

環
境
指
導
業
務

の
稔
件

数
は
、

八

十
六
件
。
そ
の
う
ち

の
約
七
割

が
住
民
指
導
で
す
（
五
十
八
件

こ
れ
は
、
①
町

（
自

治
）
会
内

を
常

に
清
潔
に
し
て
お
く
よ
う

に

指
導
す

る
②
一
般
ゴ
ミ
集
積
所
を

利
用
す

る
皆
さ
ん
に
、

ゴ
ミ
を

適

切
に
出
し

て
も
ら

い
、
集
積
所
を

衛
生
的

に
維
持
・
管
理
す

る
よ
う

指
導
す
る
こ
と
と
、
こ
の
た
め
の

パ
ト

ロ
ー

ル
を
す

る
こ
と
で
す

こ

の
ほ

か
、
業
者
指
導

（
ゴ
ミ

収
集
委
託

業
者
に
関
す

る
指
導
・

十
四
件
、
不
法
投
棄
指
導
不
法

投
棄
ゴ
ミ
の
土
地
の
占
有
者
に
対

策
を
講
じ

る
よ
う

指
導
し

た
り
、

パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
・
七
件
、
事

業
所
系
指
導

（
事
業
所
に
つ

い
て
、

そ

の
活
動

か
ら
出
た
廃
棄
物
を
自

ら

の
責
任

で
適
切
に
処
理
す
る
よ

こ
ま
め
な
ク
リ
ー
ン
で

き
れ
い
な
ま
つ
ど

う
に
指
導
す
る
・
七
件
）
な
ど
の

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
違
反
ゴ
ミ
が
目
立
つ

要
望
等
の
処
理
業
務
に
つ
い
て

み
る
と
、
①
新
設
・
移
動
・
廃
止

（
集
積
所
穴
居
な
ど
、
事
情
に
よ

っ
て
の
変
動
に
つ
い
て
）
②
違
反

ゴ
ミ
（
ル
ー
ル
違
反
ご
み
に
関
し

て
）
が
そ
れ
ぞ
れ
三
百
二
十
七
件

と
、
三
百
十
五
件
で
、
稔
処
理
件

数
（
千
百
十
件
）
に
対
し
、
そ
れ

ぞ
れ
約
三
割
を
し
め
て
い
ま
す
。

特
に
違
反
ゴ
ミ
と
、
違
反
ゴ
ミ

を
出
し
た
人
へ
の
指
導
に
関
す
る

分
別
指
導
と
を
あ
わ
せ
る
と
五
百

八
十
三
件
に
の
ぼ
り
、
処
理
稔
件

数
の
五
割
を
超
え
ま
す
。
ル
ー
ル

違
反
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
中
で
、
ま
だ
分
別
収
集

の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人
の
た
め

に
迷
惑
を
こ
う
む
っ
た
人
が
、
の

要望等処理業務の内訳

べ
で
、
か
な
り
の
人
数
に
の
ぼ
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
の

分
別
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
少
し

で
も
違
反
ゴ
ミ
が
な
く
な
る
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。

そ
れ
以
外
で
は
、
③
不
法
投
棄

（
山
林
や
空
き
地
な
ど
に
ゴ
ミ
を

不
法
投
棄
し
た
も
の
）
④
不
法
投

棄
（
集
積
所
）
⑤
放
置
車
両
な
ど

も
、
か
な
り
の
件
数
に
な
っ
て
い

ま
す
（
図
参
照
。

処
理
・
指
導
の
成
果
が
上
が
る

当
初
は
汚
れ
の
ひ
ど
い
集
積
所

も
あ
り
ま
し
た
が
、
指
導
の
成
果

と
し
て
、
か
な
り
き
れ
い
に
な
っ

て
き
た
所
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
一
人
一
人
の
ご

協
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

今
後
一
層
の
ご
協
力
を
お
順

い
し
ま
す
。

▽
詳
細
…
清
掃
一
課
業
務
係

計量器定期稔査

昭
和
六
十
三

年
度
の
ほ
か
り
の

稔
査
を
下
表

の
日
程
で
行

い
ま
す
。

商
売

・
証

明
用

に
は
か
り
を
使

用
し
て

い
る
人

は
必
ず
検
査
を
受

け
て
下

さ

い
。

合
格
し
た

ば
か
り

に
は
、
定
期

検
査
合
格

シ
ー

ル
を

は
り
ま
す

。

家
庭
用
は
か
り

（
ヘ
ル
ス
メ
ー

タ
ー
・
キ

ッ
チ

ン
ス
ケ
ー
ル
な

ど
）

も
無
料
で
検
査
し
ま
す

の
で
、
希

望

の
人
は
、
持
参
し
て
下

さ
い
。

ご
持
参

す
る
も
の
・
二
は
か
り
、

申

請
書

、
手
数
料

詳
細
・：
消
費
生
活

課
計
量
係

計量器定期検査日程表

検査月日 検査会場 検査時間

４月12日次)13日(水)東部スポーツパーク
午前10時

午後３時
(ただし正
午から１時
までは休み)

19日収)20ヨ(水)馬橋支所

26日(火) 六実市民センター

５月10ヨ(火)11ヨ(水)五香市民センター

17日(剔8 日(水)小金原体育館

24日(火) 小金北市民センター

25日冰） 小金支所

31日次） 青少年会館

６月１日圉

明
る
い
笑
顔
、
明
る
い
社
会

第17回 稔台文化祭

詳細…稔台市民センター内事務局・豊田062-2341番

期日 時間 会場 種目

4/16  (土)
午後６時

８時
３Ｆﾎーﾙ 記念式典午前10時浪

曲の夕べ出演玉川勝太

郎一座

4/16  (±)

4/17 旧）

午前 ９時

午後 ５時
市民センター全館 盆裁、洋画、水墨画、児童画、書道、生け花、ペン習字、編み物、手芸、

木彫などの展示

4/16  (士)
午後1時～5時 ４Ｆ和室 稔台俳句大会

午前10時午後9時 囲 碁 将 棋大 会

4/17  (日)

午前10時

午後５時
３Ｆホール 芸能発表会

午 前10 時

午後 ３時
４Ｆ 茶 室 せん茶お点前

午後 ６時

９時
３Ｆ ホー ル 社交ダンスのタベ

楽 し く 学 ぼ う 成 人 学 校

第１期生（その１）募集

科 目 日 時 会 場 講 師 定員 教材費

昼

間

部

切 り 絵 入 門 4/19～6/28の毎週火曜日
、

午前10時～正午
新松戸市民センター

日 本切り 絵 協 会
吉 原 澄 悦 氏

各

2

0人

3,500円

楽し いコ ー ラス 4/20～6/29の毎週水曜日
午後１時～３時

市民会館
松の 実コ ーラ ス

指 揮 則 松 彰 氏
無料

人権ゼミ ナ ール
4/15～6/24の毎週金曜日
午前10時～正午 婦 人 会 館 無料

夜

間

部

パス テル で 描く
4/18～6/20の毎週月曜日、
午後６時30分～８時30分

勤 労 会 館 白
日 会 会 員

石 川 正 沿 氏

各

20

人

実費

身近な目然を撮る
4/21～6/23の毎週木曜日、
午後６時30分～８時30分

婦 人 会 館
野外３回（日 曜）

フォトグラファー

斎 藤 等 氏
3.800円

ゆっくり学ぶ中国語
4 /14～6/23の毎週木曜日、
午後６時30 分～８時30分

婦 人 会 館
中 国 農 業 科 学

研究員・馮捷氏
1,200円

篆（てん）刻入門
4/22～ZI の隔週金曜日、
千後６時30分～８時39分

市 民 会 館
奇 楽 会
野坂月笛氏

実費

スクウェアダンス
入門

4/15～6/25の毎週土曜日、
午後６時30分～８時30分

明 市民 セン タ ー
日 本S.D. 協 会

浅 沼 幹 三 氏
男女
a16
1.200円

通
年
講
座

野 草 を 楽 し む
4/12～12月の毎月第２火曜日、
午前句時～

初 回 の み
古ケ崎市民センター

野 草 研 究 家

川 端 祥 子 氏
20人 無料

星を楽しむ野外塾
4/9から毎月第２土曜日ほが､午
後６時30分～８時30分 市 民 会 館 50人 実費

美 術 館 め ぐ り
4/14～64年２月の毎月第２木
曜日、午前10時～

初 回 の み

婦 人 会 館
20人

対象…市内在住または在勤の16 歳以上の人

申込み…往復ハガキに希望科日・氏名・年齢・電話番号を記入し、４月11

日(月)必若で、〒271 松戸市根本387 5 松戸市教育委員会社会教育課へ

(返信ハガキにあて名を必ず記入)。定貝に満たない利川 は４月13 日(水)

から電話で受け付けます。

詳細･‥社会教育課成人教育係



松
本
清
奨
学
金
・
高
校
修
学
金

申
請
受
け
付
け
中

申
請
資
格
＝
・
①
経
済
的
な
理
由

で
高
校

に
就
学
さ
せ
る
こ

と
が

困
難

な
保
護

者
②
住
民
基
本
台

帳
に
登
録

さ
れ
、
引
き
続
き
市

内
に
一
年
以
上

居
住
し
て

い
る

こ

と
③

成
績
良
好
で
健
康
な
こ

と
④

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
校

に
在
学
し

て

い
る
こ
と
⑤
法
令

そ

の

ほ

か
に

よ

り
、
こ

の
奨

（
修
）
学

資
金
と
類
似
の
学
資
を

受
け
て

い
な

い
こ
と

支
給
額
（
月
額
）
・
＝
松
本
清
奨

学
金

＝

一
万
一
千
円
以

内
、
高

等
学
校

修
学

金

＝

一
万

一
千

円
以
内

六
十
二

年
度
実
績
…
公

立
高
校

一
・
二
年
生
六
千
九
百
円
、
三

年
生

六
千
円

、
私
立
高
校

一
万

一
千
円
。

提
出

書
類
…
①
交
付
申
請
書
②

家

庭
状
況
調

書
③
在
学
高
校

長

か
ら

の
推
薦
書
と
成
績
証
明
書

（
今
年

入
学

の
生
徒

は
出

身
中

学
校
長
か
ら
の
も
の
④
在
学

証

明
書

（
入

学
証
明
書
）
⑥
住

民
票

（
世
帯

全
員
）
⑧
収
入
証

明
書

（
勤
労

者
全
員
の
書
類

が

必
要

で
す
）
。
①
・
②
・
③
は
援

護
課

に
あ
る
備
え
付
け
用

紙
で

提
出
し
て
下

さ
い
。

給
与

所
得
者
は
、
六
十
二
年

分

の
源

泉
徴
収
票
と
最
新

の
給
与

明
細
書
、
自
営
業
者
は
申
告
書

の
控
え

が
必
要
で
す
。

申

請
期

間

…

四
月

二

日
工

）

～
四
月
十
八

日
（
月

）
、
午
前
九

時

～
午

後
四

時
三

十
分

（
土
曜

囗
は
正

午
ま
で
。
日
曜
日
は
休

み
）

継
続
し
て
受

給
さ
れ
る
人
も
新

た
に
申

請
が
必
要

で
す

。

申
請
書
配
布
＝
・
市

役
所
別

館
二

階
援
護
課
援
護
係

詳
細
・：
援
護
課

援
護
係

市内の県立高校で

雨水浸透ます設置指導事業

雨

に

強

い

ま

ち

づ

く

り

が

県

の

優

良

施

策

に

昨
年
四
月
か
ら
行
っ
て
い
る
雨
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
一
環

で
あ
る
「
雨
水
浸
透
ま
す
設
置
指
導
事
業
」
は
、
新
・
増
築
す
る
建
築

物
に
雨
水
浸
透
ま
す
を
つ
け
て
い
た
だ
く
指
導
要
綱
で
、
行
政
と
市
民

が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
も
あ
ま
り
例
が
な
い

松
戸
市
の
「
雨
水
浸
透
ま
す
設

置
指
導
事
業
」
が
、
干

葉
県
の
昭
和

六
十
二

年
度
優
良
施
策

と
し
て

認

め
ら
れ
、
三
月
に
県
知
事
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

優
良
施
策
実
施
市
町
村
の
表
彰

は
、
市
町
村
施

策
に
お
け
る
創

意

工
夫
を

促
進
す

る
た
め
に
、
五

十

七
年

か
ら
毎
年
実
施
し
て

い
る
も

の
で
す
。

松
戸
市

は
、
今

ま
で
「
コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ
道

路
・
（
五

十
七
年
度
）
、「
市

民
ぐ
る
み
で

ク
リ
ー

ン
デ
ー
」（
五

十
九
年
度
）
の
二

つ
の
施

策
が
表

彰
を
受
け
て
お
り
、
今
回
で
三
度

こ
の
事
業
は
六
十
二
年
四
月

か

ら
行
っ
て

い
る
も

の
で
、
市

民
の

皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り

建
築
物

を
新
築
・
増

築
す

る
場
合
に
、
雨
水

浸
逶
ま
す

（
敷
地
内
に
雨

水
を
し

み
込
ま
せ
る
ま
す
）
な

ど
を
設
置

し

て
い
た

だ
く
指
導
要
綱

で
す

。

昨
年
十
二
月
末
ま
で

に
、
二

千

二

百
七
十
八
万
建
築
物

の
設
置
計

画

が
提
出
さ
れ
、
浸
透
ま
す

の
数

は
六
千
四

百
五
十
四
個
、

浸
透
地

下
埋
管

の
総
延
長

は
約
一
万

二
千

百
五
十
二
㍍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
内

で
同

様
の
行
政
指
導
を
行

っ
て

い
る
の
は
、

一
市
だ
け
あ
り

ま
す

が
、
松
戸
市

の
よ
う

に
、
建
築

の
確
認
申
請
と
併
せ
て
雨

水
浸
透

ま
す
の
設
置
計
画
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
方
法
は
と
っ
て
い
な
い

た
め
に
、
あ
ま
り
徹
底
し
て
い
ま

せ
ん
。

ま
た
、
全
国

的
に
見
て
も
、
神
奈

川
県
の
相
模
原
市
、
鎌
倉
市
な
ど

の
例
が
あ
る
だ
け
で
、
非
常
に

珍

し

い
施

策
で
す

。

市
民
と
一
体
と
な
つ
乙

都
市
型
水
害
を
解
消
（
地
下

水
の
涵
養
に
も
効
果
）

住
宅
問
発
が
進
む
都
市
で
は
、

降
雨
時
の
河
川
流
量
が
短
時
間
に

急
増
し
て
起
こ
る
都
市
型
水
害
に

悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
水
害
を
な
く
す
た
め

に
、
河
川
改
修
事
業
や
雨
水
貯
留

池
の
設
置
な
ど
、
総
合
的
な
治
水

対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

と
同
時
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
得
て
、
宅
地
内
に
雨
水
浸

逶
ま
す
や
浸
透
地
下
埋
管
を
設
置

し
て
い
た
だ
き
、
河
川
に
流
人
す

る
出
水
の
量
を
減
少
さ
せ
、
併
せ

て
地
下
水
の
涵
養
を
図
り
な
が
ら

雨
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

「
雨
水
浸

透

ま
す

設
置
指

導
事

業
」
は
、
「
市

民
ぐ

る
み
で
ク
リ

ー

ン
デ
ー
」

な

ど
の
施
策

と
同
じ

く
、

市
民
と
行
政

が
一

体
と
な
っ
て

、

住
み
良

い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
よ

う
と
す

る
も
の
で
す

。

▽
詳
細

治
水
計
画

課

遺
児
手
当
四
月
期
分

４
月
1
1
日
に
振
り
込
み
ま
す

雨水を地下に浸透させるますと地下埋管

遺
児
手
当
の
四
月
期
分
（
十
二

月
か
ら
三
月
）
を
四
月
十
一
日
以

降
受
者
の
指
定
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
の
で
確
認
し
て
下
さ
い
。

遺
児
手
当
は
、
両
親
ま
た
は
父

母
の
一
方
と
死
別
し
た
義
務
教
育

終
了
前
の
児
童
を
扶
養
し
、
現
況

届
を
出
し
て
認
定
さ
れ
た
人
に
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

受
給
内
容
に
変
更
が
生
じ
た

場
合
は
必
ず
援
護
課
へ

次
の
よ
う
な
変
更
が
生
し
た
時

は
援
護
課
へ
届
け
て
下
さ
い
。

○
受
給
者
ま
た
は
遺
児
が
市
外
に

転
出
す
る
時

○
市
内
で
の
住
所
変
更
や
振
込
先

銀
行
を
変
え
る
時

○
氏
名
を
変
更
し
た
時

○
受
給
者
が
婚
姻
し
た
時

「
遺
児
手
当
」
の
支
給
額
が

四

月
か
ら
増
額

①
父
母
と
死
別
し
た
遺
児
は
月
額

六
干
五
百
円
か
ら
八
干
五
百
円
に

②
父
母
の
一
方
と
死
別
し
た
遺
児

は
月
額
三
千
五
八
円
か
ら
四
千
五

百
円
に

今
回
四
月
期
分
の
支
払
い
は
十

二
月
か
ら
三
月
ま
で
の
支
払
い
で

す
の
で
、
増
額
さ
れ
る
①
・
②
に

っ
い
て
は
八
月
期
分
（
四
川
～
七

月
に
支
給
し
ま
す
。

▽
詳
細
…
援
渡
課
援
誰
係

申
請
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

心
身
障
害
児

入
学
祝
金

就
職
支
度
金

入
学
祝
金
の
対

象

市
内
に
居

住
地

か
お

り
、
六
十
三
年
四

月

に
小
学
校
に
人
入
し
た
児
童
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
四
級
以
上
の

障
害

の
あ
る
児

童
ま
た
は
児
童

相
談
所
で
精
神
薄
弱
と
判
定
さ

れ

た
児
童

の
保
護
者

就
職
支
度
金
の
対

象
・
＝
市
内
に

居
住

地
が
有

り
、
新
規
に
学
校

を
卒
業
し

、
同
一
事
業
所
に
六

カ
月
以
上
継
続
し
て
一
雁
川
さ
れ

る
見
込
み
の
あ

る
人

で
、
身

体

障
害
竹
手
帳
四
級
以
上
の
障
害

の
あ
る
人
、
ま
た
は
児
童
相
談

所
で
精
神
薄
弱
と
判
定
さ
れ
た

人詳
細
…
し
あ
わ
せ
課
福
祉
係

障
害
者
に
理
解
を

心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

4月

18

日ま

で

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

４月

絵

苑

美
術

協
会
ア

ト
リ
エ
・
パ
ピ
オ
ン
・
婦
人
油

絵
習

作
展

六
日
～
十
日

グ
ル
ー
プ
樹
油
絵
展
・
五
日
（
午
後
一
時
）
～
十
日

第
七
回
墨
松
会
墨
絵
展
＝
十
三
日
～
十
七
日

洋
画
木
曜
会
展
・
＝
十
九
日
（
午
後
一
時
～
二
十
四
日

日
本
画
紅
彩
会
展
・
十
九
日
（
午
後
一
時
二
十
四
日

蘭
館
時
間
は
月
曜
・
祝
日
を
除
く
毎
日
午
前
十
時
～
午
後
六
時

（
文
化

ホ
ー
ル
a
6
7－
7
8
1
0

番
）

映
画
と
人
形
劇
お
は
な
し

キ
ャ
ラ
バ
ン入場

無
料
・
三
～
九
歳
く
ら
い
が
対
象
）

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
「
で
ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

6
3－

９
９
９
９
苜

十
五
日

十
四
日

十
三
日

四

月
八
日

期

日

矢

切

公

民

館

小
金
市
民
セ
ン

タ
ー

図

書

館

本

館

松
飛
台
市
民
セ
ン
タ
ー

会

場

午
後
三
時
～
四

時

午
後
三
時
三
時
三
十
分

午
後
三
時
～
四
時

時

間

定

員
に
な
っ
た
場
合
は
、
入
場

を
お
断

り
し
ま
す
。

詳
細
…
市
立
図
書
館

公
6
5－
5
1
1
5

番

スリムコース参加者募集

日時…５月12日～７月14日の

毎週 月曜日の午後１時30分

～３時、または毎週木曜日の

午前10時～正午

会場…健康増進センター

対象…市内在住または在勤の

人で、健康増進センターの医

学検査を１年以内に受診した

人（検査を受けていない人ま

たは検査後１年以上の人は、

事前に検禿を受けて下さい）

費用…調理実習材料費１回

400円､屋内指導室使用料１回

300円

定 員…40 人

申 込み… ４月７囗（木）から

来所または電話で健康増進セ

ンター2565 ―5588 番 （直通）、

68―1241 ～3 内線53 ～55 番へ

（水曜日の午後は休館囗日す）

講話
肥満のメカニズム何故

太るのか太らない食べ
方のポイント

調理

実習

私の適量、私の一食分再

チェックほか

実技

ライトエフフロビクス、シ

エイプフフツプ体操、ヨガ
ほか

6
3年

度

上

半

期

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
期
日
六
月
十
二
日
（
‥
‥
）

会
場
・
＝
日
本
大
学
理
工
学
部

科
目
…
甲
性
、
乙
性
全
類
、
丙
種

申

込

み
・
＝
四

月

十

儿

日

（

火

）

～
二
十
二
日
余
こ
の
闘
に
、

松
戸
市
危
険
物
安
協
会
事
務

局
（
市

消
防
局
内

）｛
。
6
3
－
1



緑
と
調
和
の
と
れ
た
魅
力
あ
る
ま
ち
都
市
環
境
の
確
立

総
合
公
園
二
十

一
世
紀
の

森
と

広
場
…
市
民
す
べ
て
に
と
っ
て
、

自

然
と

の
ふ
れ
あ
い
の
場
に
、
そ

し

て
忍

い
の
場
と
な
る
よ
う
、
専

門

家
の
意
見

を
聞

き
な
が
ら
、
更

に
整
備
を
進

め
て

ま
い
り
ま
す
。

都
市
公
園
…
児
童
公
園
五
ヵ
所

の
開
園
を
図
る
一
方
、
ま
こ
も
池

緑
地
は
市
内
唯
一
の
自
秋
一
池
と
し

て
の
特
性
を
生
か
し
て
整
備
し
て

い
き

た
い
と
思

い
ま
す
。

江
戸
川
左
岸
河
川
敷

の
う

ち
工

流
部

の
未
位
備
部
分
を

ス
ポ
ー
ツ

広
場

と
し

て
整
術
し

て

い
き
ま

す
。

親
し
み
の

あ
る
並
木
道
整
備
＝
・

常
盤
牛
の
け
や
き
通
り
に
浸
透
礼

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
幣
備
と
柚
栽
工
事

を
施
し
、
街
路
の
魅
力
を
一
層
高

め
ま
す
。
ま
た
親
し
み
の
あ
る
並

本
道
幣
備

を
引

き
続
き
進
め
て

い

き
ま
す
。

混
雑
緩
和
対
策
…
Ｊ
Ｒ
常
磐
線

の
混
雑
を
抜
本
的
に
解
決
す
る
方

法

は
、
地
下
鉄
十
一
号

線
の
松
戸
延

仲
で
あ
り
ま
す
。

事
業
主
体
の
決

定
、
免
許
申
位

認
可

に
向

け
、

大
き
な
ス
テ

ッ
プ
を

踏
み
出
し

た

い
と
思

い
ま
す
。

地
下
鉄
八
・
十

一
号

線
促
進
辿

絡
協
礒
会
を
俳
成
す

る
、
沿

線
の

葛
飾
区
、
心
田
区
、
江
東
区
と
の

緊
蜜
な
辿
携
と

、
市
民

一
丸

と
な

っ

た
署
名
運
動

、
住
民
決
起

大
会

等
を
行

い
、
関
係
機
関

に
陳

情
・

要
請
を
し
て

い
き

た
い
と
考

え
ま

す
。都

市
計
画
道
路
三
・
三
・
七

号
叔
の
八
ヶ
崎
・
常
盤
平
陣
屋
・
前

間
は
、
順
調
に
進
捗
し
て
お
り
、

六
十
五
年
度
開
通
に
向
け
て
推
進

し
ま
す
。

同
じ
く

、
ニ

ッ
本

・
幸

谷
間
は
、
地
元
の
人
だ
ち
と
調
整

し

な
が
ら
路
線
洲
量
に
入
り

た
い

と
考
え
ま
す
。
三
・
三
・
六
号
線

八

ヶ

崎

地

光

の

整

備

や

、

三

・
五
・
三
十
号
線
の
川
用
取
得
と

交
差
点

改
良
工

事
を
行

い
、
三
・
四

・
二

十
号
線
の
串
崎
新
出
地
先

の
用

地
取
得

を
図
り
ま
す
。

県
道
の

整
備
＝
五

香
立
体
の
怯

備
促
進
は
、
更
に
強
力
に
陳
情
を

重

ね
て

、
早

期
完

成
を
目
指
す
ほ

か
、
県
道

松
戸
・
野
田

線
古
ヶ
崎

地
先
等
の
整
備
に
つ
い
て
も
促
進

を
要
請
し
て

い
き

ま
す
。

生
活
道
路
の
整
備

…
市
内
一
円

に
つ

い
て

、
道
路
の
新
設
、
改
良
、

舗
装
、
側
溝
整
備
等
を
進
め
る
と

と
も
に
、
私
道
整
備
助
成
の
拡
充

を
図
り
ま
す
。

松
戸
駅
西

口
1
1
1
水
戸

街
道
の
混

雑
緩
和
を
図

る
宮
前

地
先

の
道
路

築
造
に
つ
い
て
は
、
新
午
度
に
完

成
さ
せ
る
計
画
で
す
。

市
街
地
の
整
備
…
北
小
金
駅
南

口
地
区

に
っ

い
て
は

、
新

年
次
に

実
質
的
な
整
備
に
着
手
し
た
い
と

考
え
ま
す
。
胡
録
台
地
区
に
つ
い

て
は

、
地
区

住
民
の
介
立
を
形
成

し

、
可
能
な

地
域
か
ら
順
次
着
手

し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
他

の
地
区
に
つ
い
て
は
、
更
に
調

査

、
検
討
を

加
え
、
適
正
な
手
法

を
見

い
出
し
て

い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。
新
市
街
地
の
整
備
…
北
総
開
発

鉄
道

の
開
通

が
間

近
と
な
り
、
新

駅
を
中

心
と
し

た
土
地
区
画
整
理

事
業
の
促
進
を
図
っ
て

い
き

ま
す
。

干

駄
堀
地
区

に
つ

い
て
は
、
地

域
開
発

と
新
駅

設
置
を
目
指
し
、

事
業
化

に
向
け
て

地
元
の
人

だ
ち

と
共

に
開
発
構
想

事
業
手
法
を
検

討
し
方
向
を
定

め
て
い
き
ま
す
。

旅
券
事
務

所
松
戸

分
室
の

開
設

…
海
外
旅
行
に
欠
か
せ
な
い
パ
ス

ポ
ー
ト
の
発
給

は
、
千
葉
市
一

力

所
の
み
で
、
当
地
区
住
民
に
は
大

変
不
便
で
し
た
。
旅
券
事
務
所
松

戸
分
室
が
新
年
度
に
開
設
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
相
応
の
協
力
を
す

べ
く
所
要
の
予
算
を
計
上
し
ま
し

た
。国
有
財
産
の
払
い
下
げ
…
千
葉

大
学
園
芸
学
部
の
跡
地
利
用
に
つ

い
て
、
大
蔵
省
は
公
務
貝
宿
舎
と

し
て
利
用
し
た
い
と
の
方
針
が
あ

る
が
市
と
し
て
も
従
来
の
利
用
計

画
を
再
検
討
し
、
引
き
続
き
国
に

働
き
か
け
て
い
き

た
い
。

国
立

撩
養
所
松
戸
病
院
の
統
廃
合
後
の

土
地
利
用
に
つ
い
て
も
、
市
立
病

院
の
後
方
病
院
に
し
た
い
と
の
市

の
主
張
を
、
今
後
と
も
働
き
か
け

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

効
率
的
な

行
財
政
の
推
進

行
政
事
務
の
改
善
・
・・
従
来
か
ら

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ

げ
る

べ
く
行
政
事
務

の
改
善

を
積

極

的
に
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
更

に
、
時
代
に
即
応
し

た
Ｏ
Ａ
化

を

推

進
す

る
と
と
も
に

、
職
員
の
資

質
の
向
上
を

図
り
、
市

民
サ
ー

ビ

ス

の

充
実

に
努

め
て

ま

い
り
ま

す
。既

存
施
設
の

改
修
・
二
市
庁
舎
、

支
所
、
市
民
セ

ン
タ
ー

、
運
動
公

㈲
な
ど
、
多
く
の
市
民
が
利
用
す

る
諸
施
設
に
つ
い
て
も
改
修
を
行

い
、
明
る
く
快
適

な
中
で
利

用
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

’

ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
支
え
る
町

市
民
生
活
の

確
立

松
戸
駅
周
辺
整
備
・
＝
西
口
の
道

路
整
備
計
画
、
再
開
発
構
想
や
民

活
の
導
入
な

ど
、
関
係

部
課
に
よ

る
検
討
部
会
を
発
足
さ
せ
多
角
的

に
論
議
を
深

め
て

い
き
ま
す
。

東
口
の
再
開
発
に

つ
い
て

の
機

運
も
熟
し
つ
っ
あ

る
の
で

、
構
想

や
手

法
等
を
地
元
権
利
者

と
と
も

に
研
究
を
進
め

る
予
算

を
計
上
し

ま
し

た
。

地
域
商

店
街
の
振
興
…
街
路

灯
、

ア

ー
チ

、
カ
ラ
ー
舗
装
道
路

の
共

同
施
設
に
対
し
、
積
極
的
に
助
成

し

ま
す
。

商
店
街
活
性
化
を
促

進

す

る
た
め
、
七
夕
ま
つ
り
な

ど
の

共
同
事

業
に
対
す
る
補
助
枠
を
拡

大
し
て

い
き
ま
す
。

都
市
型
農
業
の

振
興
・
＝
生
産
力

の
増
進
を
図

る
各

種
機
器

導
入
へ

の
助
成

や
、

ね
ぎ
・
梨
の
集
団
産

地
育
成

の
促
進
に
努

め
、
都
市
近

郊
と

い
う
立

地
を

生
か
し

て
全
国

で
も
有
数
の
農
業
生
産
高
を
誇
る

農
業
を

振
興
し
て

い
き
ま
す
。

消
費
者
対
策
・
・
公

設
地
方
卸
売

市
場
の
施
設

整
備
に
所
要

の
予
算

措
置
を
す

る
ほ
か

、
市

場
活
性
化

の
た
め
、
市
場
ま
つ

り
へ
も
引
き

続
き
助
成
し
て

い
き

ま
す
。

二
十
一
世
紀
の
松
戸
を
展
望
し
て

よ
り
一
層
の
創
意
・
工
夫
・
努
力
を
重
ね
て

新
年
度
は
、
第
三
次
総
合
五
か

年
計
画
の
総
仕
上

げ
の
年
で

あ
り
、

ま
た
こ
れ
を
引
き
継
ぐ
第
四
次

回
の
新
た
な
総
合
五
か
年
計
画
を

策
定
す

る
年
で
も
あ
り

ま
す
。

私
は
、
こ
れ
ま
で

の
数
次
に
わ

た
る
年
次
計
画
遂
行

に
よ
り
、
人

口
急
増
の
も
た
ら
し
た
様
心
な
歪

み
が
解
消
し
っ
っ
あ
る
な
か
で
、

府
民
の
市
政
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が

都
市
基
盤
や
生
活
環
境

の
充
実

と

い
っ
た
面
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、

健
康
・

ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
な
ど
と

い
っ

た
面

へ
、
よ
り
質
の
高

い
も

の
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と

を
肌
身
に
感
じ
て
い
ま
す
。

新
総
今
五
か
年
註
画
は
、
先
に

実
施
し
た
市
民
意
識
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
、
ま
た
、
重
点
施
策
と

な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か

じ
め
庁
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
編
成
し
調
査
・
研
究
し
つ
つ

そ
の
策
定
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
新
年
度
は
、
議
員
各
位
並

び
に
市
民
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ

き
、
共
に
二
十
一
世
紀
の
松
戸

に
思
い
を
馳
せ
、
将
来
を
展
望
し

か
、
夢
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
る

施
策
を
盛
り

込
ん
で
い
き

た
い
と

考
え
て

い
ま
す
。

新
年
度

も
社
会
経
済
情
勢
の
先

行
き

に
不

透
明
感
は

ぬ
ぐ
え
な

い

も

の
が
あ

り
ま
す

が
、
計
画
行

政

を
市

政
連
営
の
基
本
と
し

、
全

職

員
と
一
丸
と
な
り
、
一
層
の
創
意

工
夫
・
努

力
を
積
み
重

ね
、
明

る

い
未
来
に
向
か
っ

た
着
実

な
一
歩
、

第
四
次

へ
と
引
き
継
ぐ
碓

か
な
ス

テ

ッ
プ
の
年
に
し
た

い
と
思

い
ま

す
。

▽

詳
細
犬

歯

課

快
適
で
住
み
よ
い
安
全
な
街生
活
環
境
の
確
立

下
水
道
事

業
・
＝
供
用
開
始
地
区

の
拡
大

を
図

っ
て
き
ま
し

た
が
、

新
年
度

も
引
き
続
き
、
賦
課
区
域

を
計
画
的
に
拡
大
し
、
松
戸
駅
西

口

・
東
口

地
区

の
分
流
化
の
完
了

を

け
じ

め
と
し

て
幹
線
・
枝
線
等

の
面
的
整

備
を
推
進
し

、
普
及
率

を
向
上

さ
せ
て

い
き
ま
す
。

清
掃
事
業
関
係
六
和
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
は
、
廃
棄
物

の
増
大

に
対

処
す

る
た
め
、
長
期
的
な
展

望

に
た
っ
て
改
築
に
向
け
て
周
辺

環
境
調
査

を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。
現
工

場
の
環
境
整
備
を
図

る

ほ

か
、
完

成
す
る
圧
縮
処
理
施
設

の
適
正

な
運
営
、
新
規
最

終
処
分

場

の
確

保
、
塵
芥

収
集
等
の
円
滑

化
、
東
部

ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の

施
設
整
備
な
ど
、
清
掃
事
業
の
全

般
に
つ

い
て

の
充
実
に
努
め
て

い

き
ま
す
。

白
井
聖
地
公

園
＝
・
今
春
、

一
部

一

般
公

募
の
運

び
と
な

り
ま
し

た
。

今
後

も
市
議
会
特
別
委
員
会
の
審

議
の

経
過
を
踏
ま
え
な

が
ら
施
設

を
整
備
し

、

計
画

的
な
公
募
と
適

正
な
管
理

連
営
を
し
て

い
き
ま
す
。

河
川
浄
化

対
策
＝
・
坂
川
等
の
汚

濁
状
況
は
深
刻
で
あ
り
、
県
事
業

に
加
え
、
市
独
自
で

ス
カ
ム
除
去

対
策
を
講
じ
ま
す
。

坂
川
の
水
質

浄
化
に
役
立

つ
方
策

を
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
か
ら
考
察
す

る
た
め
、
研

究
調

査
背
を
行

い
ま
す
。

坂
川
清

流

復
活
に
つ

い
て

の
事
案
に

つ

い

て

は
、
実
現
性

の
あ

る
計
画

づ
く

り

を
進
め
て

い
き
ま
す
。

市
営
住
宅
…
（
仮
称
）
六
高
台
市

営
住
宅
を
完
成

い
た
し
ま
す
。

地
価
高
騰
、
用
地
難
な

ど
に
よ

り

大
変
苦
慮

し
ま
し

た
が
、
第
三

次
総
合
五

か
年
計
画
の
整
備
目
標

を

ほ
ぼ
達
成
で
き

ま
す
。

水

道
事
業
・
・・
市
民
に
安
全
な
水

を

安
定
供
給
し
て

い
く
た
め
、
昭

和
七

十
年
を
整
備
目
標
と
し

た
第

五
次
拡

張
事
業
を
進
め
る
と
と
も

に

、
事

業
運
営
の
健
全
化
に
努
め

て

い
き
ま
す
。

治
水
対
策
…
国
分
川
分

水
路
事

業
は
、
昨
年
度
事
業
費

を
一
挙
に

上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
が
、

今
後
と
も
国
及

び
県
に
要

請
し

て

い
き
ま
す
。

市
施
行
の
坂
川
下

流

部
も
、
湾
岸
工

事
等
の
整
備

を
鋭

意
進
め
て
い
き
ま
す
。

準
用

河
川
上
富
士
川

は
、
用

地

買
収
の
う

え
一
部
工
事
に
着
手
し

ま
す
。
春
木

川
、
紙
敷
川

の
災

害

復
旧
工

事
に
つ

い
て
も
所
要

の
予

諄
化
を
図
り
ま
し
た
。
新

坂
川
は
、

根
本
登
校
橋
付
近
拡
幅
工
事
を
急

ぐ

た
め
、
県

事
業
に
呼
応
し
て

そ

の
関

連
事
業
に
所
要
の
措
置
を
す

る
ほ
か
、
新
松
戸
駅
周
辺
護
岸
工

事
も
県
事

業
と
し

て
進
ん
で

お
り

ま
す

が
、
さ
ら

に
工
事
区
間

の
延

長
に
つ
い
て
要
請
し
て

い
き
ま

す
。

樋
野
口

排
水
機
場
整
備
＝
・
樋
門

新
設
の
た
め
の
用
地
取
得
が
県
事

業
と
し
て

実
施
さ
れ
る
見

通
し

と

な
り
ま
し

た

の
で

、
買

収

業

務

に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

坂
川
最
下
流
部

の
柳
原
樋
門

が
建

設
省
直
轄
事
業
と
し
て
着
工
す
る
こ

と
と
併
せ
、
多
年

の
努
力

が
漸

く

実
り
、
松
戸
の
治
水
対
策

が
大
き

く

前
進
す

る
こ
と
に
な
り

ま
し

た
。

雨
水
貯
留
施
設
・
＝
市
内
主
要

河

川
の
上
流
部
に
つ

い
て

は
完
成

の

連
び
と
な
り
っ

つ
あ

り
ま
す
の
で

新

年
度
は
、
上
本

郷
小
学
校
及

び

北
丘

地
先
に

建
設
を
始
め
、
第
五

中

学
校

に
流
域

貯
留
浸
透
施
設
を

設
置
し

ま
す
。

河
川
及

び
雨
水
貯
留

池
の
出
水

状
況
を
総
合
的

か
つ
迅
速

に
監
視

で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
防
災

及
び
治
水
計
画
に
役
立
て
ま
す
。

排
水
路
整
備
事
業

…
八
ヶ
崎
幹

線
、
二
十
世
紀
が
丘
丸
山
町
、
古

ヶ
崎
、
和
名
ヶ
谷
等
の
整
備
が
完

了
す
る
ほ
か

、
引

き
続
き
大
金
平

、

三

ヶ
月
、
南

花
島

、
南
谷
津
、
松

飛
台
、
高
木
小
周
辺
、
高
柳
上
流

及

び
下
流
な

ど
の
排
水
路
整
備
を

推
進
し
ま
す
。
小
金
清
志
町

に
つ

い
て

は
、
新

た
に
債
務
負

担
行
為

を

設
定
し

て
整
備

を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
ポ
ン
プ
施
設
等

の
排

水
路

関
連
施
設
を

整
備
充
実
し

ま
す
。

消
防
・
防
災
対

策
・
＝
各

種
災
害

に
対
し

、
的
確
か
つ
迅
速

に
対
処

で
き
る
よ
う

、
職
員

の
資
質
向

上

と
、
消
防
車
両

や
資
機
材
の
整
備
、

耐
震
性
防
火
水
槽
の
新
設

、
消
防

訓
練

セ
ン
タ
ー
の
完
成
な

ど
、
消

防
体
制
の
充
実
を
図

る
ほ
か
、

地

域
消
防
の
一
翼
を
担
う
消
防
団

の

消
防
車
両
の
更
新
や
団
運

営
費

等

に
つ
い
て
も
十
分
配

慮
し
ま
し
た
。

ひ
と
た

び
災
害

が
発
生
し

た
と

き
、
そ
の
被
害
を
最
少
限
に
と
ど

め
る
に
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り

の

日
頃

の
心

が
ま
え

が
一
番
大

切
で

す

の

で

、

防
災

地
図

の
全
戸
配

布
や
、
町
会
等
へ
の
防
災
手
引
書

を
作
成
し

防
災
意
識
の
高
揚

に
努

め
ま
す
。

道
路
交
通
環
境
の
整
備
・
・
歩
行

者
の
安
全
を
確

保
す

る
た
め
、
歩

道

、ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等

の
整
備
を
進

め
る
ほ

か
、
自
転
車
駐
車
場
を
常

盤
平
駅

北
口
、
馬
橋
駅
東
口
高
架

下

に
増
設
し
ま
す
。
　
　
　
　

’

放
置
自
転
車
の
保
管
、
返

還
業

務
を
省
力
化
、
迅
速
化
を
図

る
対

策
等
を
講
じ
て

い
き
ま
す
。

健
康
で
生
き
が
い
と
幸
せ
の
あ
る
ま
ち

市
民
福
祉
の
確

立

各
種
福
祉

施
策
・
・・
ね
た
き

り
老

人

・
ね
た
き
り
身
体
障

害
者
等

福

祉
手
当
、
痴
呆
性
老
人
福
祉
手
当
、

遺
児
手
当
の
増
額
、
難
病
者
援
護

の
拡
大
の
ほ
か
、
付
添
看
護
料
法

外
援
護

は
、
対
象
者

の
限
度
日
数

の
拡
充

に
努

め
ま
し

た
。

父
子
家
庭
に
対
し
て
、
新
た
に

医
療
背
助
成
を
制
使
化
し
、
老
人

医

療
法
外
援
駿

に
つ
い
て

も
所
要

の
予
算
を

措
置
し

ま
し

た
。

中
国

か
ら
帰
国

し
た
残
留
孤
児

等
の
方

々
の
自

立
促
進
を
図

る
た

め
、
市
内
に
日
本

語
教
室
を
開
講

す
る
よ
う
配
慮
し

ま
し
た
。

高
齢
者

・
障
害
者
福

祉
＝
・
県
内

社
会
加
祉
法
人

が
新
・
増

設
す

る

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
身
体
障

害
者
療
護
地
設

、
重
症

心
身

障
害

児
渋

に

対
し

、
所
要

の
伝
助
を

行

い
、
措
置
定
員

の
確
保
に
努

め

る
ほ
か
、
新

た
に
制
度

化
す
る
重

度
身

休

障

害

者

シ

ョ
ー
ト

ス
テ

イ
、
五
市
共
同
施
設
「
も
く
せ
い

園

」
の
増

設
諸
経
費
に
つ

い
て
も

意
を
用

い
ま
し

た
。

高
齢
者

の
意

向
を
的
確

に
反
映

さ
せ
て

い
く
た
め
、
実
態
意
向
調

査
を
実
施
す
る
ほ
か
、
高
齢
者
に

か
か
る
諸
施
策
を
紹
介
す
る
し

お
り
を
作
成
し
、
福
祉
向
上
の

一
助
に
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
福
祉
社
会
の

形
成
に
向
け
て
、
そ

の
一
翼

を
担

う
社
会
柚
祉
協
議
会

に
対
す

る
地

域
ぐ
る
み

の
加
祉
活
動
を
引

き
続

き
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

児

童
福
祉
・
＝
児
童

の
健

全
育
成

を
推
進
す

る
た
め
、
子

ど
も
の
遊

び
場
を
三
ヵ
所
新

設
、
子

ど
も
会

へ
の
助
成
増
加
、
第

十
五

回
目
と

な
る
こ

ど
も
祭
り
も

、
よ
り
内
容

が
充
実
す
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

保
育
行
政
・
・・
延
長

保
育
な
ど
、

新
か
な
保
有

吉
婪
へ
の
対
応
を
制

度
化
す

る
な
か
で
、
民
間
保
育
所

の
経
営
基
盤
の
強
化
・
育
成
を
図

る
た
め
補
助
金
等
を
総
合
的

に
見

直
し

、
整
理
・
統
合
を
し

た
い
と

思

い
ま
す
。

市
立
保
育
所
も

、
延

長
保
育
を

七
ヵ
所

に
拡

大
す

る
ほ
か
、
遊
戯

室
四
ヵ
所
を

設
置
し

、
保
育
内
容

の
向
上

に
努
め
ま
す
。

松
戸
市
地
域

保
健

医
療
計
画
・
・・

市
民

の
生
涯

に
わ

た
る
健

康
づ
く

り
へ
の

姿
勢
も
益

々
強
ま
る
現
在
、

関
係
各
位

の
協

力
で
「
松
戸
市
地

域
保
健
医
療
計
画
」
も
ま
も
な
く

成
案

の
は
こ

び
と
な
り
ま
す
。
保

健
・
医
療
・
福

祉
を
一
元
化
し
た

包

括
的
な
計
画

で
あ

り
、
全
国
的

に
も
他
市
の
先

駆
け

と
な
る
も
の

と
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

国
保
松
戸
市
立
病
院
・
・
年
次
計

画
を

繰
り
上
げ
て
整
備
し
て

き
ま

し

た
が
、
更
に
、
別
館

の
完

成
を

図

り
、
医

療
ス
タ

ッ
フ

の
研

鑚
、

機
器
の
整
備
に
配
意
し
、
高
度
医

療
へ
の
さ
ら
な

る
備
え
を
い
た
し

ま
す
。

夜
間

急
病
救

急
医

療
シ
ス
テ

ム

市
民

が
い
っ
で
も

安
心
し

て
医

療
サ

ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
体
制

を
曜
持
す
る
と
と
も
に
、
市
内
医

療
機
関

を
網
羅
し

た
案
内
地
図
を

作
成
し
、
全
世
帯
に
配
布
し
活
用

し
て

い
た
だ
く
計
画
で
す
。

在
宅

支
援
事

業
…
来
る

べ
き
高

齢
化
社

会
に
備
え
た
本
格
的
な
在

宅
支
援
の
方
来
を
検
討
す
る
た
め
、

地
域

を
限
定
し

て
、
保
健
・
医

療

・
福

祉
を
包

括
し

た
、
訪
問
看
護

等
在
宅
ケ
ア
総
合
推
進
事
業
も
先

進
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

母
子
保
健
一
歳
六
ヵ
月
児
健

診
に
、
新
た
に
精

密
健
康

診
査
を

加
え
、
幼
児
期
に

お
け

る
心
身

障

害
を
よ
り
早
く

、正

確
に
発
見
し

、

適
切
な
対
処
が
で
き
る
よ
う
、
さ

ら
に
充
実
し
て

い
き
ま
す
。

成
人
・
老
人
保

健
・
＝
成

人
歯
科

健
診
の
対
象
範
囲

を
拡
大
す

る
ほ

か
、
集
団
リ
ハ
ビ
リ
教
室
の
回
数

を
倍
加
し
利
用
機

会
の
拡
充
に
努

め
ま
す
。

健
康

づ
く
り

ヘ

ル
ス
ペ
イ
オ

ニ
ア

タ
ウ

ン
事
業

に
よ
り

三

年
間

に
わ
た
る
実

績
を
あ
げ
て

き
た
市

民
の
健
康

づ
く
り
に
つ
い

て
は
、

今
後

と
も

、
よ
り
一
層
努

め
て
い

き
ま
す
。

健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
は
。

高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、

利
用
者

の
上

限
年
齢
を
解
消
し

、

利
用
者
増

と
、
よ

旦

層

の
健
康

増
進
を
図

る
施

設
の
充

実
に
努
め

ま
す
。
国
民
健
康
保
険

事
業
・
＝
医

療
給

付
費
の
増
勢

な
ど
事
業
迷
営
に
は

厳
し

い
環
境
で
す

が
、
本
事
業
財

政
調
整
基
金
か
ら
の
大
幅
な
繰
り

入

れ
と

、
一
般

会
計
か
ら
の
手
当

て
な

ど
に
よ

り
対

応
し

、
実
質
的

な
国

保
料
金
の
値
上

げ
は
行

い
ま

せ

ん
が
、
応
能

割
と
応

益
割
の
見

直
し
に
つ

い
て

は
、
ご
理
解
を
お

願

い
し
ま
す
。

豊
か
な
心
と
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち

文
教
都
市
の
確
立

歴
史
公
園
…
戸
定
ヶ
丘
の
歴
史

公

園
に
つ

い
て
は
公

社
所
有
と
な

っ
て
い
る
用
地
買
収
を
早
め
、
専

門
家

の
意

見
を
聞

い
て
設
計
し

、

一
部
整
備
に
入
り
ま
す
。

文
化
施

設
＝・
美
術
館
に
っ

い
て

は
市
議

会
は
も
と
よ
り
専
門
家

の

助
言
も
得
て
、
具
体
化

へ
進
ん
で

い
き
ま
す
。

郷
土
厚

物
館
、
音
楽

ホ
ー
ル
、

文
化
会

館
な
ど
も
、
実

現
に
向
け

て
研
究
調
査
な

ど
の
準

備
に
入
り

ま
す
。

文
化
施

設
は
、
建
設
に
際
し
多

額

の
事

業
費
を
必
要

と
し

ま
す
の

で

、
計
画

的
か
つ
財
政
的
準
備

が

必
要

な
の
で
、
（
仮

称
）
松
戸
市
文

化
施

設
建
設
基
金
条
例
を
提
案
し

ま
し

た
。

国
際
理
解
教
育
・
・
ボ
ッ
ク
ス
ヒ

ル
市

へ
の
高
校
生
派
辺
事
業
を
引

き
続

き
排
置
す
る
と
と
も
に
、
本

年
度

か
ら
始
め
た
外
国
青
年
に
よ

る
英
語

悦
専
事
業
は
拡
大
実
施
で

き
る

よ
う
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ

振
興
…
身

近
な
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
一

層
の
普
及
を
図
る
た
め
、
休
育
指

導
委
員
を
増
員
し

ま
す
。

運
動
公

園
野
球
場

が
夜
間
使
用

で
き
る
よ
う
昭
一
明
施
設
設
置
予
算

を

計
上
し

ま
し

た
。

市
民
セ

ン
タ
ー
等
・
・・
常
盤
平

南

部
地
区

に
図
書
館
分
館

、な
が
い
き

室
を
併
設
し

た
市
民

セ
ン
タ
ー
を

開
所
し
ま
す
。
集
合

所
に
つ

い
て

は
新
増
築
七
ヵ
所
の
助
成

を
行
い
、

好
評
な
学
校

の
教

室
開
放
も
一
校

追
加
し
ま
し

た
。

図
書
館
・
・・
コ
ン

ピ
ュ
ー

タ
ー
を

導
入
し
、
本
館
と
大
型
分
館
三
館

を

オ
ン
ラ
イ

ン
で
結

び
、
図
書

が

一
元
的
に
管
理
で

き
る
よ
う
に
し
、

業
務

の
効
率
化

と
図
書

検
索
等

の

市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま

す
。せ

ま
く
な
っ
た
本
館
即
ち

、
中

央
図
書
館
の
新
築
に
っ
い
て
は
、

総
合

的
な
視
野
で
研
究
を
進

め
、

早

期
実
現
を
図
っ
て

い
き

ま
す
。

婦
人

問
題
Ｅ

婦
人
担
当
室

を
設

置
し

、
婦
人
問
題
へ

の
啓
発

、
普

及
に
祉
極
的
に
取
り

組
み

ま
す
。

幼
稚
園
・：
保
護
者
負
担

を
よ
り

一
層

軽
減
す
る

た
め

、
補

助
対
象

の
拡
大
と
補
助
額

の
引

き
上

げ
を

し

ま
す
。
障
害
児

を
指
導

す
る
園

に

対
し
て
も
助
成
す

る
こ
と
に
し

ま
し

た
。

小
学
校
・
＝
特
別

教
室

へ
の
改
造

三
位
、
給
食
室

の
増
築
二

校
、
プ

ー

ル
改
築

一
校

の
ほ
か
、
情
報
機

器
に
慣

れ
親
し

み
な
が
ら
、
学
習

の
個
別
化

に
対

応
し

た
教
育
を
進

め
る
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

さ
ら
に

一
校
へ
導
入
し

ま
す
。

中
学
校
仮
称
小
金
第
二
中

学
校
建

設
用
地
の
確
保
を
図
り
ま

す
。
特
別

教
室
へ
の
改
造
、
体
育

館

の
増

築
各
一
校
と
、
格
技
場

の

全

校
設

置
を
図
る
た
め
、
残

る
四

佼

に
建
設
し

ま
す
。

教
師
用
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
二

枚
に
配
備
し
、
教
材
ソ
フ
ト
の
開

発

と
調
査
研
究
等
を
行

い
将
来
に

備
え
て
い
き
ま
す
。

市
立
高
等
学
校
・
・・
グ
ラ

ウ
ン
ド

の
抜
本

的
整
備
を
進

め
る
ほ
か
、

保
健
室
、
体
育
部
室
の
改
築
等
を
行

い
ま
す
。

児
童

・
生
徒
の
健
康
管
理
＝
・
医

師
会

の
協

力
を
得
て
、
脊
柱

側
彎

症
の
早

期
発
見
等
を
図
る
た
め
検

診
を
小
学

校
五
年
生
と
中

学
校

一

年
生
に
対

し
実
施
し
ま
す
。

歯
科
検
診
で

は
、
Ｂ

型
肝
炎
等

の
防
止
対
策
上

必
要

と
な
る
検
診

器
材

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

経
常
経
費
を
節
減
七

投
資
的
経
費
を
充
実

昭
和
六
十
二
年
度
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
国
の
内
外
を
問
わ

ず
、
何
か
と
話
題

の
多

い
年

で
し

た
。
な
か
で
も
、
昨
年
十
ニ
月
九
日

ワ

シ
ン
ト

ン
に
お
い
て

、
レ
ー

ダ
て
米
大
統
領
と
ゴ
ル
バ
チ
ョ

フ
・
ソ
連
共
産
党
書
記
長
が
中
距

離
核
戦
力
・
Ｉ
Ｎ
F
の
全
廃
条
約

に
調
印
し
た
こ
と
が
思
い
世
こ
さ

れ
ま
す
。

Ｉ
Ｎ
F
の
数
は
、
両
大
国
の
持

つ
核
州
頭
の
約
八
％
に
あ
た
る
そ

う
で
す
が
、
条
約
締
結
に
至
る
米

ソ

交
渉
の
長

い
道
の

り
を
思
う

と

き
、
こ
れ
が
全
廃
さ

れ
る
こ
と
は

大
変
意
義
深
い
こ
と
で
す
。

私
は
、
こ
の
条
約
の
内
吝
か
確

実
に
遂
行
さ
れ
、
核
兵
器
な
き
世

界
へ
向
か
っ
て
の
、
ひ
い
て
は
全

世
界
の
平
和
に
向
か
っ
て
の
人
き

な
一
歩
と
な
っ
て
ほ
し

い
と
ヽ
心
か

ら
望
む
も
の
で
す
。

近
年
の
世
界
経
済
は
、
全
休
と

し
て
緩
や
か
な
拡
大
基
調
に
あ
り

ま
す
が
、
依
然
と
し
て

さ
ま

ざ
ま
・

な
問
越
を
内
包
し
て

い
ま
す
。

日
米
の
関
係

に
象
徴

さ
れ
る
先

進
諸
国
間
の
貿
易
不
均
衡
問
題
や
、

発
展
途
上
国
に

お
け

る
累

積
債
務

問
題
は
、
遅

々
と
し
て

改
善
さ
れ

ず
、
特

に
国
際
収
支
の
不
均
衡

は
、

欧
州
諸
国
を
中

心
と
し

た
厳
し

い

雇
用
情
勢
の
背
景
と
も
重
な
っ
て
、

欧
米
の
保
直
主
義
的

圧
力
を
さ
ら

に
強
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
米
国
に
お
け
る
財
政
赤

字
と
貿
易
赤
字
の
い
わ
ゆ
る
「
双

子
の
赤
字
は
、
世
界
の
基
軸
通

貨
で
あ
る
ド
ル
を
全
面
安
へ
と
追

い
込

む
根
源
的
な
要

因

と
な

っ
て

お
り
通
貨
不
安
を
払
拭
で
き
な

い
状
況

で
す
。

国
内

で
は
、
総
合
経
済
対
策
や

減
税
と
い
っ
た
内
需
拡
大
策
の
実

施
と
、
低
金
利
。
円
高
差
益
の
浸

透
な
ど
に
よ
っ
て
、
順
調
な
経
済

成
長
を
続
け
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
当
初
困
難
と
み
ら

れ
て
い
た
今
年
度
の
実
行
経
済
成

長
率
三
・
五
％

の
達
成

は
、
ほ

ば

確
実
に
な
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ

の
実
績

を
受

け
て
、
政
府
は

新
年
度
の
実
質
経
済
成
長
率
を
、

三

・
八
％

と
見
通
し

て
い
る
と
こ

ろ
で
す

が
、
貿
易
摩

擦
問
題
や
株

の
暴
落
、
急
激
な
円
の
恐
れ
な

ど
、
先
行
き
不

透
明
の
部

分
も
あ

り
ま
す

の
で
楽

観
は
許

せ
な

い
も

の
と

い
え

ま
す
。

か
か
る
経
済
情
勢
の
も
と
に
編

成
さ
れ
た
国
の
新
年
度
予
算
案

は

一
般
会
計
規
模
が
五
十
七
年
次
以

来
六
年

ぶ
り
の
高
い
伸
び
率
を
示

し
、
一
般

歳
出
も
川

加
に
転
じ
ま

し

た
。
特
に
公
共
事
業
関
係
背

が
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
株

式
売
却
益
の
活
用
を
含

め
、
今
年
度
当
初
比

約
二

〇
％

の

ア

ッ

プ
と
な
っ
て

い
る
の
が
人
き

な
特
徴
で
す
。

ま
た
、
財
政
投
冊

資
計
山
に
お

い
て
も
社
会
資
本
の
整
備
を
重
点

と
し
て
揚
げ
、
一
般
会
計
と
同
じ

く
内
高
拡
氷

壁
を

強
く
打
ち
出
し

て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
方
自
治
体
に
お
け
る
財
政
運

営
の
折
針
と
な
る
地
方
財
政
社
内

を
み
る
と
、
地
方
単
独
事
業
費
に

お
い
て
今
年
度
比
一
二
・
六
％
の

伸
長
率
を
み
る
な
ど
、
国
の
予
算

同
様
、
内
需
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

近
年
に
な

く
投

資
的
経
背
の
積
極

的
な
排
世

を
促
し

て

い
る
と
こ
ろ

で
す
。

本
市

の
六
十
三

年
度
予
算
案
は
、

こ

れ
ら

の
諸
情

勢
を
十
分
に
勘
案

し
つ
つ
、
第
一
に
、
新
年
度
は
第

三
次
総
合
五
か
年
計
山
の
最
終
年

度
で
あ
る
た
め
、
計
画
に
盛
り
込

ま
れ
た
事
業
の
予
算
化
を
最
優
先

と
し
て
計
画
の
達
成
に
企
力
を
つ

く
す
こ
と
。
第
二
に
第
四
次
総

合
五
か
年
計
画
へ
の
準
備
を
進
め

る
こ
と
。
第
三
に
、
従
米
に
も
増

し
て
、
社
会
資
本
の
整
備
を
積
極

的
に
推
し
進
め
る
こ
と
、
第
四
に
、

こ

れ
ま
で

維
持
し

て
き
た
行
政
水

準
を
可
能
な
限
り
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
て
い
く
こ
と
。
第
五
に
、
引
き

続
き
、
健
全
財
政
の
堅
持
に
十
分

配
慮
し
て

い
く
こ
と
。
以

上
の
基

本

方
針
に
基
づ
き
編
成
し
か
と
こ

ろ

で
す
。

次
に
、
施
策
の
概
要
に
つ

い
て

順

次
説
明
し
ま
す
。

宮間市長は、定例市議会初日の三月五日大要

次のような新年度の実施方針を発表しました

第３次総合５か年計画も順調です

６３年
度
第3次総合
5か年計画
の

最終

年度文化的で緑豊

かな

住みよい活気のある都市へ

計画の達成に

全力

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

４
月
５
日
か
ら
2
5日
ま
で

今
年
度
は
、
固
定
資
産
評
価

替
え
の
基
準
年
度
で
す
、

土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の

円
定
資
産
課
税
台
帳
を
こ
の
期

間
に
縦
覧
し
て
下
さ
い
、

縦
覧
場
所
＝
本

庁
新
館
二
片

・
資
産
税
課

▽
時
間
日
曜
日
を
除
く
午
前

八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
、

た

だ
し
、
土
曜
日
は
午
後
零

時
三
十
分
ま
で

審
査
申
し

出
＝
・
固
定
資
産
竦

税
台
帳
の
登
録
事
業
に
不
服

の
あ
る
場
は
、
五
月
六
日

（
金

ま

で
に
、固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
に
審
査
の
申
し

出
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す

固
定
資
産
税
・
祁
市
計
画
税

の
第
一
期
納
期
は
、
五
月
十

六
日
～
三
十
一
日

で
す

詳
細
・
資
産
税
課
課
税
係

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

特

別

講

習

会

１
７
日

１
６
日

1
5

１４

内

1
3

１２
㈲

1
1

１０
日
９
出
８
巴

４
／

７
内

期

日

常

盤

平

体

育

館

六

実

市

民
セ

ン

タ

ー

東

部
小

学

校

体

育

館

稔

台
小

学

校

体

育

館

馬

橋
北
小

学
校
体
育
館

第

六

中

学

校

体

育

館

北

部

小

学

校

体

育

館

小

金
小

学

校

体

育

館

第

三

中

学

校

体

育

館

小

金

原

体

育

館

中

部
小

学

校

体

育

館

矢

切
小

学

校

体

育

館

会

場

松
戸
東

松

戸

松

戸
東

松

戸

担
当
警
察

署

時

間

午

後

六

時

か

ら

詳
細
松
戸
交
通
安
全
協
会

・
松

戸

東

交

通

安

全

協

会
｛
１
４３
１

４

８

Ｒ
｝Ｏ

番

手をひいて わが子に教える ルールとマナー

春の全国交通安全運動 ４月６日～15日

公民館指導者バンクに

登 録 を

矢切公民館では、ボランティ

アで活動できる公民館指導者バ

ン クの人材を募集します。文学

・法律・教育・福祉一芸術･ 趣味

的 なものなど何でも結構です。

登録した名簿をもとに｢ 冊子｣

をつくり、団体等に配布して活

用してもらっています。

募集期間…５月末日まで

詳細矢切公民館IB68-1241～

3 内 線44･45 番

虚弱なお年寄りをかかえる人ヘ

ディサービス利用登録者募集

松戸市では２ヵ所目になる｢デ

ィ・サービスセンター南花園｣

の 開設に伴い、｢ テ ィ ーサービ

スセンター松寿園｣ とあわせて、

利 用の登録者を募集します。

費用…１日800 円( 利用者が生

活保護法による被保護者また

は被保護世帯に属する場合、

および世帯の生計中心者の所

得税が非課税の場合は無料)

申 込み…ながいき課福祉係で

随時受け付けます。

市民センターの使用料

徴収事務を委託しました

受託者…松戸市根本387- 5

財団法人松戸市施設管理公社

理事長・佐藤實

委託期間…４月１日～64年３

月31日

委託センター名…常盤平、稔

台、東部、馬橋、古ヶ崎、五

香、明、六実、新松戸、馬橋

東、小金北、松飛台、二十世

紀が丘

詳細･‥地域振興課施設係

ホームヘルパー(非常勤)

を 募 集

対象…市内に住んでいる心身

ともに健康で、福祉に理解と

熱意のある40 歳 までの女性

定員…若干名

内容…自宅から直接老人・心

身障害者宅などを訪問し、日

常生活の世話を行う

申込み…人事課で必要書類を

交 付します。４月11 日（月）ま

でに提出して下さい。

詳細…人事課 人事係

特定疾患医療受給者票の

切り替えはお済みですか

特定疾患医療受給者票の有効

期限は３月31日(木)までです。

継続手続きの済んでいない人は

松戸保健所で手続きして下さい、

詳細…松戸保健所予防課特定

疾患係S61  ―2121番

悪質訪問販売に

ご用心

婦人大学（婦人と法律）受講生募集 くらしをみつめ る

日時… ５月12 日～７月21 日の

各木曜日（一部金曜日）計11 回

会場･‥婦人会館

対象･‥市内在住・在勤の人

定員‥･75人（ 保育は２歳以上

12人まで）

持ち物…六法全書

申込み…ハガキで4月11日（ 月）

〔消印有効〕までに、〒271

松戸 市本町14 番地の10 松 戸市

婦人会館(S64-8778 番 ）へ

（保育希望者はい 子どもの名

前と年齢を明記）

内 容 講 師

５／１２
オリエンテーション(班編成をします) 婦人会館職員

１９
休）
家
族
の
問
題
に
つ
い
て

結婚について（婚姻、離婚）

弁護士

榊 原 冨士子氏

26
困

親子、親権、扶養について

6ホ 相続、遺言について

９内 思わぬ事故に遭ったとき

１６
(利

講師をまじえて話し合い

23
困
つ教

い育

てに

教育の権利 弁護
士
蒲 田 孝 代氏

30
(判
臨教審の答申と松

戸の生涯学習につ

いて

教育委員
長

(青山学院大学教授)
内藤昭一氏

７／７
困
に働
つく
いこ
てと

フルタイムで働くこと
パートタイムで働くこと
家内労働者として働くこと

弁護士
笠 原 郁 子氏

15
愬

21
困
いま学びたい法律について 弁護

士
蒲 田 孝 代氏



市

民

会

館

ホ

ー

ル

市

民

劇

場

今

月

の

主

な

催

し

物

見
事
な
演
奏
が

、
聴
く
人
た
ち
を
ひ

き
つ

け
ま
し
た（
市
民
会
館
ホ
ー
ル

で
）

市民会館ホール 市 民 劇 場

期日 内 容 開演時間 期日 内 容 開演時間

4/9 馬橋ﾊﾞﾚｴ 研究所

バレエ発表会
17 : 30

4/9
山
ﾋﾟｱﾉ 発表会 14 : 00

10
日 舂のコンサート春 11:C}0

10

H

松戸児童合唱団

定期演奏会
14 : 00

16
出
ｷﾞﾀｰ 演奏発表会 15 : 00

15

瀏
民音　石川さゆりショー☆

①14二00

②18 : 30
17
旧
ヤマハ専門コース
卒業コンサート

13 : 00

23
田
ピアノ発表会 14 : CO17

(日)

第33回　旭水流

舞踊発表会
9:30

24
(日)
神風流　詩吟剣舞大会 9:30

20

伽

専大松戸高校吹奏楽部

第８回定期演奏会
17 : 30

29
宙

ピフフノ・エレクト ーン
発表会 13 : 3

0
23

山

馬橋バレエ研究所

バレエ発表会
17 : 3C

ﾋﾟｱ ノ発表会 18 : 00

24

旧）

松戸民踊連合会

民踊発表会
10 : 30

5/1
(日)
ﾋﾟｱﾉ 発表会 13 : 00

29
固
ｽﾀ ｼﾞｵ９　ダンス発表会 16 : 00

３

㈲
ﾋﾟｱ ノ発表会 13 : 00

5/3

(火)

松戸民謡協会

第８回大会
10 : 15

４
團
琴曲　演奏会 12 : 30

市民会館・市民劇場とも、休館日｡は月曜日です。なお、☆印

のついている催し物は有料です。

詳細…市民会館H68-1237 ～9 番、市民劇場S68-0070 番

スポーツしてま

すか？体育

施設

を利

用し

てい

い汗

かき

まし

ょう

べん

りな

豆知

識

こ
れ
か
ら
は
、
イ
ン
ド
ア
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー

ツ
、
と
も
に
楽
し
め
る
季
節
で
す
。

み
な
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
近
く
に
も
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
が
あ
り
ま
す
ね
。

お
お
い
に
利
用
し
て
、
心
身
と
も
に
ス
カ
ッ
と
し

ま
せ
ん
か
。

運
動
公
園
・
＝
自
然
の
環
境
に
恵

ま
れ
た
中
で
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し

め
ま
す

、

野
球
場
＝
・
（
公
認
の
軟
式
球
場

メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
の
観
客
収
容

力
は
約
六
百
人
。

使
用
料
二
時
間
単
位
で
四
千

円武
道
館
五
十
二
畳
敷
の
柔

道
、
二
百
五
十
ニ
平
方
㍍
の
剣

道
場

体
育
館
・
こ
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
卓
球
や
バ
ス
ヶ
ッ
ト
ボ

ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
体
操

弓
道
な
ど
広
範
囲
に
使
用
で
き

ま
す
。

陸
上
競
技
場
…
日
本
陸
連
第
三

種
公
認
の
競
技
川
施
設
で
す
。

使
用
料
・
三
時
間
お
と
な
二
百

円
、
子
ど
も
五
十
円

交
通
…
北
松
戸
駅
か
ら
県
立
松

戸
高
校
行
き
バ
ス
運
動
公
園
下

車
、
上
本
郷
四
四
二
四

詳
細
・
：
市
民
ス
ボ
ー
ツ
セ
ン
タ

ｌ

｀
‘
６３
１

り
２
４
１
澣

新
松
戸
プ
ー
ル
五
十
層
㍍
と
こ

ど
も
用
プ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
‘

使
用
料

…
二

時
闘
お
と
な
二
百

円
、
こ
ど
も
五
十
円

交
通
…
新
松
戸
駅
下
車
徒
歩
十

九
分
、

新
松
戸
南
二

上

二

詳
細
…
社
会
体
育
課

古
ヶ
崎
野
球
場
江
戸
川
河
川

敷
を
利
用
し
た
野
球
揚
で
九
面

設
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

使
用
料
・・
無

料

申
込
み
・：
社
会

体
育
課

ユ
ー
カ
リ
交
通
公

園
・：
楽
し

く

遊
び
な

が
ら
交
通

ル
ー
ル
が
学

べ
る
公
園
。
Ｄ
５１
‐や
蒸
気
機

関

車
、
消
防
車
な

ど
展
示

交
通
・
：
北
小
金
駅

か
ら
循
環

バ

ス
で
交
通
公
園
前
下
車
。
小
金

原
一
上

回

詳
細
・
：
ユ
ー
カ
リ
交
通
公
㈲
昔

４１
ｊ

２
７
０
７
番

栗
ヶ
沢
公
園
庭
球
場
・
・
十
一
面

の
コ
ー
ト
を
も
っ

マ
ン
モ

ス
庭

球
場

で
す
。

便
用
料
一
時
間
一
面
四
百

円交
通
…
北
小
金
駅
か
ら
循
環
バ

ス
東
若
芝
下
車
。
小
金
原
八

二

六

詳
細
・
・
・
栗
ヶ
沢
公
園
庭
球
場

琵

－
0
9
4

み

金
ヶ
作
公
園
…
常
盤
平
団
地
内

の
公
園
。
庭
球
揚
と
運
動
広
場

が

あ

り

ま
す

。

使

用

料
・

庭

球

場

一

時

間

二

面
）
百
百
円

申

込

み

…

常

盤
平

支

所

四

８７
－

２

１

３

み

中

央
公

園

…

松
戸

駅

東

口

徒

歩

九
分

の
近

さ

に

あ

る

公

園
。

市

民
了
ル
（
五
十
㍍
こ
ど
も

用
プ
ー
ル
）
と
全
天
候
型
庭
球

場

（

二

面

）

が

あ

り

ま

す

。

使
用
料
・
＝
庭
球
場
一
時
間
一

面
）
四
百
円
、
プ
ー
ル
＝
二
時

間
お
と
な
二
百
円
、
こ
ど
も
五

十
円

詳

細

…

社

会

休

育

課

東
部

ス

ポ

ー

ツ

パ

ー

ク

…

休

育

館
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
プ
ー
ル
、

野
球

場

・
ア

ス

レ
チ

ッ

ク

な

ど

運
動
公
園
に
次
ぐ
総
合
的
休
育

館
で
す
。
交

通
・
＝
松
戸
駅
西
口
か
ら
国
立

松
戸

病

院

行

き

バ
ス

で

ス

ポ

ー

ツ
バ
ー
ク
下
車
。
ま
た
は
、
八

柱
駅
か
ら
東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
行
き
バ
ス
終
占
下
車
。
高
塚

新
田
四
二
七

詳
細
…
東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

フ

ー
0
9
4
4

番

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー

内

ス

ポ

ー

ツ
施
設
・
体
育
室
・
テ
ニ
ス
コ

ー
ト

ー
ア

ス

レ
チ

ッ

ク

・
多

目

的
広
場
の
ほ
か
、
ゴ
ミ
焼
却
の

余
熱
を
利
用
し
た
温
水
プ
ー
ル

が
あ

り

ま

す

。

交
通
松
戸
駅
西
口
ま
た
は
新

京
成
五
香
駅
入
口
か
ら
、
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
入
口
経
由
下
総

基

地

行

き

京

成

バ

ス

で

ク

リ

ー

ン
セ
ン
タ
ー
入
口
下
車
。
高
柳

新
田
三
七

詳

細

…

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

山

一

８５
１

７

１

０

０

胙

新

松

戸

庭

球

場

…

全

天

候

や

コ

ー
ト

ニ

面

が

あ

り

ま

す

。

交
通
…
松
戸
駅
西
口
か
ら
流
山

ま
た

は
江

戸

川

台

行

き

京

成

バ

ス

で

主

水

池

停

留

所

下

車

甲
込

み
・
＝
新

松

戸

支

所

ｔ１

４３
－

Ｒｙ
１

１

１

番

運動公園体育館での親子体操

相
模
台
小
卒
業
生

田
口
淳
也
く
ん

相
模
台
小
教
諭

小
川
和
歌
子
さ
ん

「
僕
は
卒
業
制
作
実

行
委
員

長
だ
っ
た
の
で
、
他
の

ク
ラ
ス

の
実
行
委
員
と

」
緒
に

、
朝
早

く
来
た
り
し
て
大
変
で
し

た
。

出

来
は
ま
あ
ま
あ
で
、
い
い

思

い

出
に
な
り
ま
し
た
」

「
途
中
で
は
、
本
当
に
で

き

る
の
か
と
心
配
だ
っ
た

ん
で

す
。

み
ん
な

後
半

す
ご

く
が

ん
ば
っ

で

く
れ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い

ま
す
」

相模台小（柴田姜親校長、児童数808人）では、ちょっと珍

しい卒業制作が、校庭で、ひときわ目立っています。

それは、色とりどりの風船を空高く飛ばしているさまを描

いた壁画で、縦1.4m､ 横２ｍと大きなものです。この図案は、

卒業生全員から、思い出に残ったものを募集して決められま

した。毎年、風船に花の種をつけて一緒に飛ばすのが卒業生

を送る会の恒例になっていたことからということです。

図柄を書いた正方形のタイルを１人が２枚ずつ張って造っ

ていったもので、卒業生1 人ひとりの思い出が壁画にこめら

れ、ずっと彼らの心に残ることでしょう。

ぼくらの夢よ、大空へ飛んでいけ！

相模台小の卒業制作壁 画

色
と
り
ど
り
の
風
船
が
ひ

と
き
わ
目
を
ひ

き
ま
す

ま
つ
ど
の
歴
史

万
満
寺
の
開
基

足
利
尊
氏
の

菩
提
を
弔
う

鎌
倉
大
草
紙
」
に
よ
る
と
、
千

葉
朝
胤
に
よ
っ
て
馬
橋
に
建
立
さ
れ

だ
大
日
寺
は
、
孫
の
貞
胤
心
と
き
に

千
葉
へ
移
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
、

し

か

し

。

「
大
日
に
五
仏
の
尊
像
は
良
観
忍

性
菩
薩
の
自
ら
作
り
給
ひ
し
霊
仏

に
て
、
威
力
あ
ら
た
に
し
て
猶
此
所

に
残
り
給
ふ
間
其
の
後
貞
胤
、
氏

胤
は
当
所
に
在
城
の
頃
足
利
尊

氏
将
軍
の
御
菩
提
の
た
め
に
、
夢

窓
川
師
の
御
弟
子
古
大
和
尚
を
請
じ

此
の
寺
の
中
興
開
山
と
な
し
万
満
寺

と
号
す
…

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
が
万
満
寺

の

開

基

で

す

。

と
こ
ろ
が
、
室
町
幕
府
の
初
代
将

車
足
利
尊
氏
が
死
亡
し
た
の
一
三

五
八
年
な
の
で
、
貞
胤
（
一
二
九
一

～
三
五
一
年
）
よ
り
も
後
の
こ
と

に
な
り
話
が
合
い
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
貞
胤
の
子
の
氏
胤
、
ま

た
は
孫
の
満
胤
の
時

代
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
ま
す
。

万
満
寺
年
譜
で
は
、

そ
の
開
基
を
康
暦

元

年

二

三
七

毎
年
）

で
あ
る

と
し
て

い
ま

す
。
こ
れ
は
、
満
胤

【
一
三
六
〇
一
四
】

二
六
年
）
が
十
九
歳

の
と
き
で
す
。
と
き

に
、
幕
府
の
将
軍
は

三
代
目
足
利
義
満

鎌
倉
公
方
は
足
利
氏

満
で
し

た
。

万
満
寺

の
「
満

」

は
、
義
満

、
氏
満

の

謹
甫
和
尚
の
中
興
開
山

時
代
も
下
っ
て
戦
国
時
代
の
天
文

七
年
一
五
三
八
年
に
な
る
と
、
大

谷
口
に
あ
る
小
金
城
の
城
主
高
城
胤

吉
が
深
く
万
図
寺
を
崇
倣
し
て
、
京

都
紫
行
の
大
徳
寺
の
謹
甫
を
招
き
、

叫
び
中
興
開
山
と
し
て
、
寺
勢
を
盛

り
あ
げ
て
い
ま
す

万
満
寺
に
は
、
今
で
も
こ
の
謹
甫

が
、
弟
子
の
玉
雲
座
に
与
え
た
永

禄
十
一
年
一
五
六
八
年
）
の
書
が

残
っ
て

い
ま
す

。

謹
甫
が
高
城
氏
の
厚
遇
に
こ
た
え

て
、
椙
当
の
期
間
に
わ
た
っ
て
万
満

寺
に
止
宿
し
、
寺
勢
の
拡
大
に
努
め

た
こ
と
が
、
こ
の
書
を
み
て
も
分
か

り
ま
す
。

（
参
考
資
料
・
松
下
川
夫
著
「
法

王
山
万
満
寺
史
」
、
同
「
松
戸
の

歴
史
案
内

唐
椀
供
養
で
に
ぎ
わ

う
万
満
寺



6 歳臼歯を守れ

小

学
校

に
入
学
す

る
頃
に
な

る
と
、
永
久
歯
が
は
え
て
き
ま

す
。

永
久
歯

の
な
か
で
一
番
早

く
は
え
て
く
る
の

が
六
歳
臼
歯

（
第
一
大
臼
歯
）
で
す

が
、
こ

の
歯
は
お
母
さ
ん
の
妊
娠
三
～

四

ヵ
月
頃
か
ら
作
り
始

め
ら
れ

て
、
歯
冠
↓

歯
根

の
順

に
で
き

て
き
て

い
る
の
で
す
。

は
え
は
じ
め
が

虫
歯
に
な
り
や
す
い

は
え
は
し
め
の
と
き
に
、
こ

の
六
歳
臼
歯
が
完
全
に
で
き
上

が
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
歯

根
の
三
分
の
一
が
形
成
さ
れ
て

い
る
程
度
で
す
。

ま
た
、
は
え
は
し
め
か
ら
完

了
す
る
ま
で
の
期
間
も
、
五
ヵ

月
か
ら
長
い
と
き
に
は
三
年
か

か
り
、
こ
の
間
は
噛
み
あ
わ
せ

に
参
加
し
な
い
た
め
に
自
浄
作

用
が
な
く
、
さ
ら
に
乳
歯
列
よ

と

段
低
く
し
か
も
乳
歯
の
後

方
に
あ
る
た
め
、
歯
ブ
ラ
シ
が

と
ど
き
に
く
く
、
不
潔
に
な
り

や
す

い
の
で
す
。
そ

の
上
噛

み

あ
わ
せ
の
面

が
複
雑
な
形
を
し

、

溝
も
細
く
深

い
の
で

、
歯

ブ
ラ

シ
の
毛

先

が
と

ど
き

に
く
く
、

は
え
て
し

ば
ら
く

の
間

は
、
歯

質

が
未

成
熟

の
た
め
に
む
し

歯

に
な
り
や
す

い
の
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
を

第
一
大
臼
歯
は
、
早
い
時
期

か
ら
虫
歯
に
な
り
や
す
い
の
で

す
が
、
こ
の
歯
は
最
も
大
き
く

噛
む
力
も
一
番
強
く
、
噛
み
合

わ
せ
に
は
欠

か
せ
ま

せ
ん
。

六
歳
臼
歯
を
虫
歯

か
ら
守
る

た

め
に
は
、

バ
ラ

ン
ス
の
と
れ

た
栄
養

の
あ
る
食
品
を
選
ん
で

食

べ
て
丈

夫
な
歯
を
作
り
、
糖

分

の
多

い
食
品
の
と
り
過
ぎ
に

注

意
す

る
こ
と

が
必
要
で
す
。

歯
垢
を

除
く
た
め
に
歯
ブ
ラ

シ
や
フ
ロ
ス
（
糸

）
に
よ
る
歯
口

清

掃
を
習
慣
づ
け
る
と

と
も
に

予

防
と
早
期
発
見
、
早
期

治
療

の
た
め
に
は
歯
医
者
さ
ん

で
定

期
的
な
検
診
と
予
防
指
導
を

受

け
ま
し
ょ
う
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

サ
ー
ク
ル

松
戸
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

松
戸

バ
ド
ミ

ン
ト

ン
ク
ラ

ブ
は
、

昭
和
五

十
年
四
月
に

バ
ド
ミ
ン
ト

ン
教
室
に
参
加
し

た
婦

人
が
集
ま

っ
て
結
成
し
ま
し

た
。

現
在
、
松
戸
市
家

庭
婦
人

バ
ド

ミ
ン
ト

ン
連

盟
に
登
録
し

、
会
員

は
三

十
人
。
毎
週

火
曜

日
と
金
曜

日
に
市
民
ス

ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
体

育
館

で
活
動
し
て

い
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト

ン
は
、
ネ

ッ
ト

を

は
さ
ん
で
相
手
の
打
っ

た
シ
ャ
ト

ル
を
直
接
ひ
ろ

い
、
打
ち
合
う

た

め
、
素
早

い
動
き

が
必
要
で
す
。

試
合
で
は
、
一

ゲ
ー

ム
十
五

ポ

イ
ン
ト

で
三

ゲ
ー

ム
、
平
均
し
て

十
分
か
ら
十
五
分
く
ら
い
で
決
ま

り
ま
す
が
、
長
い
時
に
は
三
十
分

近
く
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
練
習
も
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
素
振

り
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
基
本
打
ち

と
入
念
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
で
は
過
去
に
、
全
国
大

会
へ
出
場
す
る
な
ど
の
成
績
を
の

こ
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
各
大
会
に
向
け
て
全
員

練
習
に
は
げ
ん
で
い
ま
す
が
、
健

康
と
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
、
親
睦

を
深
め
る
こ
と
を
第
一
に
、
全
員

ガ
ン
バ
ッ
テ
い
ま
す
。

八
ヶ
崎
吉
原
文
子
さ
ん

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
て
七

年
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。

短
時
間
で
か
な
り
動
き
回
る

ス
ポ
ー
ツ
の
た
め
、
十
分
も
す

る
と
汗
だ
く
に
な
り
ま
す
。

で
も
終
わ
っ
た
あ
と
は
心
身

と
も
に
ス
ッ
キ
リ
し
ま
す
。

よ
ろ
し
か
っ
た
ら
一
緒
に
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
…
渋
谷

四
６５
－
3
3

1
6

番

練習試合でもみんな真剣です

歯

を

大

切

に

ハイ

こち

ら内

線6

00

番

早春に健脚競う
第
７
回
松
戸
マ
ラ
ソ
ン
大
会

「第７回松戸マラソン大会」が、3,195 人の 参加者を集め、３月

20日( 日) に行われました。

ラン ナーは、５ｋｍ男女・20km 男 女 ・５ｋｍ中学男子・２ｋｍ親子ペフフ

と各種目に分かれ、次々に松戸商工会館前をスタ ート。

親子ペアでは、遅れがちになる我が子をかばう 親の姿も見ら れ、

沿道につめかけた観衆は、さかんに声援をおくつていました。

また、当日は曇り空の肌寒い陽気な がら、走るのには上々のコン

ディション。大会新記録が続出しました。

二
十
㌔
㍍
男
女
の
ス
タ
ー
ト
風
景

エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
で
準
備
体
操

家
族
み
ん
な
で
、
親
子
ぺ
戸
巳
出
場
す
る
ん

で
す
。
こ
の
大
会
ご
参
加
す
る
の
は
、
三
回
目

に
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
あ
ま
り
練
習
し
て
い
な
い
の
で
、

子
ど
も
に
つ
い
て
行
け
る
か
心
配
で
。

せ
め
て
、
ゼ
ッ
ケ
ン
の
番
号
よ
り
も
少
な
い

順
位
で
、
ゴ
ー
ル
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

野

菊
野
（
右
か
ら
）野

々

上

千

代

子

さ
ん
・
徳

人

く
ん（
八
歳
）
豪

人

く
ん（
十
一
歳
）・

・
昌

博

さ
ん
・
聡

人

く
ん
（
三
歳

）

サ
ー
ク
ル
会

員
募
集

松

戸

ア

ミ

ー

ゴ

日

時

…

毎

月

三

回

金

曜

日

、

午

後

六

時

三

十

分

～

八

時

三

十

分

会

場
・：
市

民

会

館

費
用
・
：
月
二
千
五
百
円
（
入
会
金

千
円
詳

細

…

原

さ
８７

１

７
９
.｝
り`
）ｎコ
番

松

戸

児

童

合

唱

団

日

時

…

毎
週

日
曜

日

、

午

後

二

時

～
五
時

会
場
…
市
民
会
館
音
楽
室

費

用

…
月

三

千

円
（
入

会

金
二

千
円

）

詳

細

…

稲

村

き
6
6
－
0
0
1
7

番

松

戸

青

年

社

交

ダ

ン

ス

日

時

…

毎

週

火

曜

日

、

午

後

六

時

～

九

時

会

場

…
常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー

費

用

…
三

ヵ

月

二

千
円

（
入

会

金

五
百
円
）

詳
紬
＝
長
谷
井
四
４
２
－
3
9
9
2
番

あ

す

な

ろ

会

油

絵

教

室

日
時
・
毎
週
水
曜
日
（
月
四
回
）

午

前

九

時

～

午

後

一
時

会

場
・
＝
市

民

会

館

費

用

…

月

二

壬

五

百

円

（
入

会
金

二

千

円

）

詳

細
・
‐‐
伊

貪
｛
一一
4
3
1
0
1
9

乙
只
｝
番

三

彩

の

会

（

日

本

画

）

日
時
…
第
一
・
二
・
三
水
曜
日
、

午

前

十

時

～

午

後

一
時

会

場

…

市

民

会

館

費
用
・
＝
月
二
千
五
百
円
（
入
会
金

五

百

円

）

詳

細

…

堀

井

四
6
2
1
7
0

に
．）
４

番

松

戸

園

芸

ク

ラ

ブ

日
時
毎
月
第
三
木
曜
日
、
午
後

六

時

～
九

時

会

場

＝
・
市

民

会

館

費
用
・
：
月
千
円
入
会
金
二
千
円
）

詳

細
・：

石
田

酋
4
1－
9
2
2
7

番

健
康
体
操
「
日
曜
体
操
会
」
日

時
毎
週
日
曜
日
、
午
前
九
時

二

十

分

～

十

一

時

会

場

…

常

盤

平

体

育

館

賢
用
…
月
千
五
百
円
（
入
会
金
千
円
）

詳

細

・
＝

関
｛
1
8
5
1
1

？

｝
８

１

番

午
前
九
時
～
午
後
五
時
）

ア

ー

ト

フ

ラ

ワ

ー

日
時
：
毎
月
第
一
・
四
火
曜
日
、

干

前

九

時

三

十

分

～

午

後

零

時

三

十

分

会
場
…
矢
切
公
民
館
三
階

費
用
…
月
二
千
五
百
円
（
入
会
金

二

千

円

）

詳

細

…

杉

ｆ１

８７

‐

（
リ

り
、）［
『
』
Ｏ

番

社

交

ダ

ン

ス

中

級

講

習

会

日

時

…

毎

週

金

曜

日

、

午

後

七

時

～

九

時

会
場
・
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
…
月
二
千
円
入
会
金
千
円
）

詳

細

・
・
・
菊

地

き

８４

－
0
7
3
9

番

稔

ア

ー

ト

教

室

日
時
…
毎
週
金
曜
日
、
午
前
十
時

～

正

午

会
場
＝
・
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
＝
・
月
三
千
五
百
円
（
入
会
金

三

千

五

百

円

）

詳
細
＝
大
井
さ
6
3
－
Ｑ
）
ｌ
（
｀
）
［
Ｄ
番

松

戸

太

極

拳

日

時

・
：

毎

週

日

曜

日

、

午

後

三

時

～
六
時

会
場
：
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

費

用

：
一
月

二

千

円

（

入

会

金

二

千

円

）

詳

細

＝
・
吉

武

・
１

４４

－

０

７

２

４

番

手

編

み

サ

ー

ク

ル

日
時
…
毎
月
第
二
・
四
金
曜
日
、

午

前

十

時

～

正

午

会

場

・
：

常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー

・
費

用

月

二

千

円

（

入

会

金

な

し

Ｉ

ｙ
詳

細

＝

夫

賞

き

８６

－
6
6
1
1

岔



もよおしもの

第23回松戸市美術展覧会

出品案内

部問…日本画、洋画、彫塑

出品規格…日本画はM10 号以

上幅116.7cm以内。洋画はM10

号からF50 号まで。彫塑は等

身大以内。１人２点まで

費用…１人2,000円(高校生は

半額)

対象…16歳以上の市内在住・

在勤・在学者および松戸市出

身者

搬入日時…６月11日(土)午後

２時～５時30分

搬入場所…文化ホール

会期‥･６月14日(火)～26日

(日)

詳細…社会教育課市民文化係

松戸 史談会

東雷神社から小金原史跡めぐり

日時…４月10 日( 日) 北小金駅

前午前10時集合出発、雨天の場

合17 日( 日) に延期

コース…北小 金駅一東雷神社

一道録神一根木内城跡一カチ

カチ山稲荷―香取神社一七面

神社―水戸家お鷹役所跡一茂

呂神社一ユーカリ交通 公園―

北小 金駅、約8km ・ 徒歩約６

時間( 休憩を含む)

費 用…300 円(資 料代含む)

弁 当持参、軽装で参加を

申込み…当日集合場所で

詳細…神尾S41-2458 番

中国語学習会

日時…４月12日から毎週火曜

日の１年間(祝日と第５火曜

日を除く)，午後７時～9時

会場…市民会館(定員30人)

内容…基礎から初歩会話まで

費用…入会金3,000円，月会費

2,500円(６ヵ月分前納)ほか

にテキスト代1,500円

申込み…４月９日(土)午後３

時～５時に市民会館で

詳細…松戸市中国語学習会・

赤坂041-9  735番

喜楽家バザー

日時…４月24日(日)正午～午

後２時

会場…喜楽家(馬橋2986)

バザーへの物品提供や開催に

ついての協力をお願いします。

詳細…喜楽家S44-9951 番(月

曜日を除く

あなたも家事上手に

日時…４月19日～７月５日の

毎週火曜日、午前10時～正午

会場…婦人会館

内容…洗濯、料理、整理、家

計簿

費用…8,000円(材料費、試食

費含む)

申込み…松戸友の会・藤井容

63-7622番

春の盆栽展

日時…４月８日(金)・９日

(土)･10日(日)、午前９時～午

後５時

会場…常盤平市民センター会

議室

詳細…日本盆栽協会松戸支

部・大＃S4E3000 番

あたたかいに日差しの下で

気分も爽快
爆

戸川ハイキング
野草をたずねて

日時…４月17 日（日）午前 ９時

30分 〔雨天の場合は24日（日）

に延期〕

集合場所…坂川土地改良区事

務所前（松戸駅 西口中央通 り

を江戸川に向かって直進し、

つ きあたった土手）

行程…市川市里見公園までの

約6.7km 、午 後２時里見公園で

解散

内容…江戸川沿いの野草つみ

と河川美化

定員…先着50 人( 費 用無料)

持ち物…弁当、水筒、つみ草

用具、軍手など

主催‥･江 戸川を守る会松戸支

部

申 込み …電話 で、 ４月 ９日

(二L)正 午 までに公害課公害対

策係へ

詩吟講習会

日時…４月６日・20日、５月

４日・18日の各水曜日と祝日、

午後６時～８時

会場…明市民センター

定員…30人

費用…無料

申込み…電話か当日会場で

詳細…松戸国神会・鈴木a

61-1018番

おしらせ

市役所(66)1111# 常盤平支所(87)2131

小金支所(41)5101R 小金原支所(44)4151

六実支所(85)0113# 馬橋支所(45)2131

新松戸支所(43)5111# 矢切支所(62)3181

東部支所(92)3061

スポーツ

市民健康体操婦人教1

日時…４月15日～６月24日の

毎週金曜日(４月29日を除く

全10回)、午前10時～正午

会場…六実市民センター

対象…一般女性50人

費用…保険料600円

申込み…４月6日(水)午前８

時30分から、直接社会体育課

窓口へ(定員になり次第締め

切ります)

詳細…社会体育課指導係

第19回春季家庭婦人

ソフトボール大会

日時…４月24日(日)午前９時

〔雨天の場合29日(祝)〕

会場…古ヶ崎ソフトボール場

費用…3,000円

申込み…４月16日(ﾆﾋ)午後２

時から明市民センターで行う

代表者会議で

詳細…家庭婦人ソフトボール

連盟・赤坂S87-7838 番

市民ゲートボール大会

日時… ５月11 日( 水) 午前 ９時

～午後 ４時

会場…金ヶ作公園野球場

対象…市内ゲートボールチー

ム5 ～7 人( 監督 は競技者を兼

ねることができる)

費 用…1 チ ーム4,000 円( 協会

未加入チームは入会金1,000

円 と年会費3,000 円 を追加納

入)

･申 込み…４月９日(土) までに，

ハガキにチーム名・代表者の

住所・氏名・電話番号・競技

者名を書いて，〒270 松 戸市

中和倉480 松戸 ゲ ート ポール

協会･池 田嘉文O43-0250 番)

へ

ほけんえいせい

ソフトボール教室

日時…４月10日・17日の各日

曜日、午前９時～正午

会場…常盤平第三/卜学校

対象…一般市民（費用無料）

申込み…当日会場で

詳細…体育指導委員・上木容

88-7471番

６歳未満の人で１期 ３回が終

わっていない人。第 ２期＝６

歳未満の人で１期３回が終わ

って１年以上たっている人。

ただし、６歳以上７歳６ヵ月

未満の人は、１期３回が終わ

って１年から１年６ヵ月の間

であれば受けられます。

申し込まなくてもよい人…第

１期60 年12 月 １日～61 年 ３月

31日生 まれ。第 ２期＝59 年 ８

月１日～同年11 月30 日生 まれ

上記生年月日の人で３月末 ま

でに住民登録をしている人は、

４月下旬に通知しますので申

し込む必要はありません。

以前の問診票を持っている

人は、そのまま使えますので

日程表を見て受けてください。

駐車台数に限りがありますの

さ車での来場は控えてください。

申し込要領

愛の献血

期日 会場 時間 主 催

4/16(±)
ＪＲ馬橋駅

東口広場
午前１０時 Ｓ 松戸北ロータ
リークラブ

/17旧）
三菱銀行

新松戸支店前

9〒

午後4襾

松戸ユーカリ
ライオンズグ
ラフ

/23CD
伊勢丹松戸

店前

松戸市/25(l月)市役所

/30(D
ＪＲ松戸駅
東口広場

詳細…健康管理課業務係

療 育 相 談

日時…４月14日(木)午後１時

～１時30分まで受け付け

会場…松戸保健所

対象…生後５ヵ月以上で、股

関節脱臼検診末受診者や整形

外科的な心配のある18歳未満

の人

乳幼児の人は母子手帳を必ず

持参して下さい。

申込み…電話で松戸保健所保

健指導課容61-2121番へ

予防接種日程表

三種混合予防接種

三種混合(百日ぜき･ジフテリ

ア･破傷風混合)予防接種を右

の日程のとおり行います。

第１期(３回接種)と第２期

(１回接種)を終わっていない

人で、問診票をもっていない

人は、右記の要領で申し込ん

で下さい。

申し込みをする人(問診票の

ない人)…第１期＝２歳以上

家庭婦人

バレーボール大会

日時…５月22日・29日の各日

曜日、午前８時30分から

会場…運動公園体育館

対象…家庭婦人バレーボール

連盟登録チーム

費用…１チーム4,000円(年間

登録料含む)

代表者会議…５月７日(土)午

後１時から運動公園武道館会

議室で(参加費持参)

申込み…４月20日(水)までに

年間登録および申込みハガキ

を封書で〒270 松戸市大谷囗

821新松戸ファミールハイツ

2 -101加賀百合子(H44-1003

番)へ

市民 ミニバスケット

ボール教室

日時…４月16日～６月11日の

毎週土曜日(４月23日を除く

全８回)、午後２時～４時

会場…小金原体育館

対象…ふ学３年生～６年生の

男女計50人

費用…保険料350円

申込み…４月６日(水)午前８

時30分から、直接社会体育課

窓口へ(定員になり次第締め

切ります)

詳細…社会体育課指導係

軟式テニス教室(４月～11月)

コ－ス 時 間 会 場 申込み

日曜日

午前7時

～9時

栗ケ沢公園

ﾃﾆｽｺｰﾄ

４月10日(日)

午前
９時から

栗ケ沢公園
コート で

午前10時

～正午 金ヶ作公園

ﾃﾆｽｺｰ

ﾄ

４月10(日)

午前10時から

金ヶ作公園
コート で

土曜日

４月９日出
午前10時から

金ケ作公園
コート で

火曜日
午後７時

～９時

４月12日(火)
午後７時がら

常盤
平市民
センターで

費用…土曜・日曜日=  14,000

円、火曜日=  15,000円

定員…土曜・日曜日＝各20人、

火曜日＝40人

市民または市内在勤の人を対

象(栗ヶ沢コートは高校生も

可)。費用はいずれも８ヵ月分

詳細…松戸市軟式庭球連盟・

木瀬容42-0803番

会 場
期 日

５月 ６月 ７月

衛 生 会 館 ６閨 13(月) 18側

五 香市 民セン タ ー 19内 14(火) 21内

松 飛 台市 民 セン タ 13閨 13(月) 11回

小金北市民センタ ー ９(月) 10 愬 12(火)

東 部 市民 セン タ ー 13瀏 14(火) 14(本)

馬橋東市民センター ９(月) ８團 11(月)

健 康 増進 セン タ ー 17 K) 22(水) 27冰）

常盤平市民センタ ー 10(火) ９困 12図

明 市 民 セ ン タ ー 17(火) 16附 21困

古ヶ崎市民センタ ー 10(火) ９休） 13(水)

稔台 市民 セン タ ー 18凶 21(火)26(火)

小金原市民センタ ー 11團 15圉 15剛

新松戸市民センタ ー 們 伽 15團 15愬

小 金市民 セン タ ー ６哨 ７(火) 21困

常盤平市民センタ ー 20剛 22(水)22宙

馬 橋 市民 セン タ ー 12困 16 (*)19(火)

六実市民センター別館 12困 17愬 20(水)
二十世紀が丘

市民センター 16(月) 20C月） 25(月)

時間･‥午後１時15 分～２時

30 分

詳細…保健衛生課予防衛生

係

救急医療体制　　健康保険証を忘れずに／
夜間急病診療所(毎日)･午後8時～11時衛生会館内　　　068-3756番

待機病院( 毎日)･午後5 時～午前9 時テレホンサービス　 登6H010 番

緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時テレホンサービス　哨H010 番

休日歯科診療所・午前9 時～正午　衛生会館内　　　　　 容65-3430番

３月20日号に掲載した「夜間急病診療所」の電話番号が間違

っていました。皆様に大変ご迷惑をおかけしましたことを深く

おわびいたします。誤　78-3756 番　正　68 -3756番
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